
⾼浜発電所原⼦⼒防災訓練における
訓練課題対応資料他

２０２１年３月

原子力事業本部 危機管理グループ

高浜発電所 安全・防災室
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

はじめに（問題・課題を整理）

社内アンケート・評価による気づき
（発電所）

社内アンケート・評価による気づき
（本店対策本部）

パンチリスト

重点実施項目の検証結果
（本店対策本部）

重点実施項目の検証結果
（発電所）

Ｄ：改善策の実施

Ｐ：昨年度訓練検証に基づく改善計画

Ａ：検証を踏まえた改善

Ｃ：課題の整理、抽出

社外評価・視察結果

②問題・課題を整理

実
施
済
み

訓練項目別の実施評価

③重要度の高い課題を抽出

④原因分析

⑤原因分析を結果を
踏まえた対策

①コメント等に対して課題

の有無を検討
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

【本店対策本部（若狭）】

①書画資料を用いたＥＲＣ伝送改善。

②本店対策本部（若狭、中之島）間の情報共有の改善。

【高浜発電所】
③電子ホワイトボードによる情報共有の改善。

問題点・課題の抽出結果

問題・課題の有無
更なる防災能力向
上のため気づき

本店 高浜ＰＳ 本店 高浜ＰＳ

訓練項目別の実施評価 無 － 無 －

無 有

社内アンケート、社内評価 有 ② 有 ③

無 － 無 －

パンチリスト 有 ① 無 －

重点実施項目の検証結果 無 － 無 －

社内アンケート・評価による気づき

パンチリスト

訓練項目別の実施評価

社外評価・視察結果

上記３つの課題について、分析を⾏った。⇒スライド３〜５

重点実施項目

【高浜発電所】

・初動の想定が現実的な事態発生の状況と完全に一致したものとなっていなかった。
・緊対所インフラ改善、机上スペースの確保

＜更なる防災能力向上のための気づき＞

次年度以降の訓練で対応
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

（問題）
即応Ｃ－ＥＲＣ間のＴＶ会議において、書画装置

の映像が見え難いとの指摘があった。

即応Ｃ ＥＲＣ

（代替／補足説明手段）

（過去の原因調査／対策実施状況）

（課題）
① 高浜訓練前に実施した通信テストにより、書画

の画質劣化の特性を把握した上で、運用ルー
ルを予め定め、当該運用は概ね遵守できていた
ものの、それでも書画映像の悪さを指摘された。

②代替／補足説明手段の実施状況をＥＲＣ側か
ら見ての過不足を確認し、課題の有無を判断す
る。
ａ．書画装置表示内容の口頭補足
ｂ．ＥＲＣ備付資料の活用
ｃ．ＣＯＰの送付／配布完了を待って発話

（原因）
書画装置に頼らない代替／補足手段は、書画

映像に頼らず情報を伝達できる手段であるが、総
合的に見て情報伝達の正確性／スピードの向上
が見込めるものか不明であったため、代替／補足
手段の運用が一部不明確であった。（例：ＣＯＰの
送付／配布完了を待つまで発話を待つ等）

（対策）
① 書画映像の見え方について、運用／設備面で

再度検証し、必要な改善を図る。
② 代替／補足説明手段について、ＣＯＰの配布

完了を待って発話をする旨を徹底する等、ＥＲＣ
側の要望を調査の上、実施可否を検討する。

課題①：書画資料を用いたＥＲＣ伝送改善

モニタ
統原防 ＴＶ会議

書画
資料

①映像が見え難い

ａ．表示内容を口頭補足

ｂ．ＣＯＰの送付／配布完了を待って発話【未実施】

書画
資料

ｃ．ＥＲＣ備付資料の活用
（ＥＲＣ備付資料のページ番号）

備付

資料集

当該

ページ

②ＥＲＣ側から見て、代替／補

足手段の過不足は？

設備

（設定）

運用

原 因 対 策 高浜訓練実績

ズーム不足 ・文字判別させる場合は、Ａ５サイズ
までズーム。

・口頭読み上げ併用

△（全てをズームさせておらず 、ズームすべ

きタイミングはＥＲＣニーズとあって いる
か？）

ピントずれ ・ズーム毎のＡＦ操作 〇

伝送ノイズ（不必要なＡＦ動作） ・自動ＡＦ設定の解除 〇

伝送ノイズ（不必要な明るさ調整） ・自動明るさ設定の解除 〇

伝送ノイズ（不必要なＷＢ調整） ・自動ＷＢ設定の解除 〇

伝送ノイズ ・3秒程度の整定待ち 〇

文字とマーカーの重なり ・文字強調時は、下線とする。 〇
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

（問題）
本店対策本部（若狭）内での情報共有は原

則としてＴＶ会議音声にて本店対策本部（中
之島）にも共有しているものの、更に書画資
料をＴＶ会議で共有することで、更なる情報共
有の改善が図れる旨の訓練プレイヤーによる
コメントがあった。

（課題）
本店対策本部（若狭）内では、各機能班から

プラント状況が書画装置を使用して対策本部
内のモニターに資料を映しだして資料共有を
行っているが、その内容を本店対策本部（中
之島）の要員が確認することができなかった。

（原因）
本店対策本部（中之島）に共有すべき情報

が明確でなく、プラント状況等の情報について
は本店対策本部（若狭）のみの共有で良いと
考えており、書画資料を共有する手段を用意
していなかった。

（対策）
書画資料を本店対策本部（中之島）に伝送

できる手段を検討する。
また本店対策本部（中之島）が必要とする

情報についても整理を行い、共有すべき内容
明確にする。

課題②本店対策本部（若狭、中之島）間の情報共有の改善

本店対策本部（若狭） 本店対策本部（中之島）
（共有内容）

・プラント情報

・支援依頼

本部長、IC、機能班長 等

（共有内容）

・支援依頼

・プラント情報

・各機能班作成資料 等機能班員 機能班員

TV会議

（音声）

機能班長 等

音声（補足説明）は聞こえるものの、書画

資料もTV会議で共有できれば、COP等

とセットで確認でき、更なる情報共有の

改善に繋がる。

SPDSCOPSPDSCOP

（若狭内のみ）
書画装置にて表示＆補足説明

機能班
資料

情報共有シス
テム、電話等
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

（問題）
発電所対策本部は、電子ホワイトボード（ＩＷＢ）

を用いてプラント状況等の時系列を記入し、本店
対策本部へ発信しているが、時系列が進み、ＩＷ
Ｂ画面を改ページした以降、最新ページの情報
共有の観点から前ページの表示について一部
運用制限を行った結果、前ページの情報が必要
なＣＯＰ作成や２５条報告の作成等が効率的に
実施できなかった。

（課題）
ＩＷＢにより発電所および本店の対策本部要員

がプラントの主要な状況をタイムリーかつ簡便に
共有できるというあるべき姿に照らして、最新の
情報は入手できるものの、各役務のニーズに応
じて、過去の情報入手が容易にできない状況で
あった。

（原因）IWBの仕様上、作成者側で改ページした

以降は、閲覧者側で前ページを表示できないと
いうことが主原因であり、過去の情報が必要な
時は、都度依頼して変更する必要があり柔軟に
確認できない。

（対策）仕様面で対応が可能かを検討することと
し、それが困難な場合には、前ページを表示す
るルール等の明確化など運用面での対応を検
討する。

課題③電子ホワイトボードによる情報共有の改善

IWB IWB
発電所 本店

通報票

記入者
規
制
庁
Ｅ
Ｒ
Ｃ

常に最新のページで
記入していく

情報共有

情報収集

COP
COP SPDS

前ページに遡って情報入手したいが」
① 前ページの表示中は、本店側に支障あり。
② 前ページの表示ルールが不明確。
により、前ページの情報が効率的に入手し難い。

情報共有
システム

常に最新のページを
⾒たい

情報メモ
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

【本店対策本部 (若狭)】

重点実施項目の検証結果（本店対策本部）

重点実施項目の検証結果
（本店対策本部）

○緊急時対応の強化（ＥＲＣ説明の改善）【継続】
・大飯ＰＳ、美浜ＰＳ訓練から継続している情報発信ポイント集に基づく発話、ＥＲＣ

説明者の役割分担の見直し、ＥＲＣ対応チームと発電所間のホットライン構築、Ｅ
ＲＣ説明者への教育を実施し、プラントの状況、事故収束戦略等の情報共有が概
ね行えることを確認した。

○原子力災害対応における特重秘密情報管理

・災害対応活動の社内外情報連携において、予め定めた運用ルール（対外発信帳票
には特重秘密情報を記載しない。ＥＲＣとのＴＶ会議においては書画装置に特重秘密
情報を表示せずにＥＲＣ備付資料集を活用する等）に基づき実施し、支障なく社内外
の情報共有を行うことができ、運用ルールやＥＲＣ備付資料集の内容が適切である
ことを確認できた。

○炉心損傷予測の様式をＥＲＣ説明に使用
・対外発信する事象進展予測は、原則として詳細評価（ステップ２）を用いることとし、
速報評価（ステップ１）は、保守的な参考値として取り扱い、対外発信が必要な場合に

はその旨を明示し、評価の条件を明確に記載できる様式を定め、評価結果と合わせ
て評価条件を報告した結果、情報が混乱せず、説明することができた。

○新情報共有システムによる情報共有事項の見直し

・情報共有システムの記載ルールを定めたマニュアルを作成し、各要員に周知した結
果、情報共有システムに記載される情報が分かりやすい記載となった。
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【発電所対策本部 (高浜)】２０１９年度訓練課題

重点実施項目の検証結果（発電所）

重点実施項目の検証結果
（発電所）

○通報連絡票判断理由記載誤り

・情報班が情報共有システムに入力されるＥＡＬ判断理由およびユニット指揮者から共
有されるＥＡＬ判断フロー図等を確認することにより、通報票のＥＡＬ判断理由を適切に
記載できることを確認した。

○ＳＰＤＳの運用改善

・ＳＰＤＳ端末の配置を変更することにより、ユニット指揮者および発電班長がプラント
パラメータを必要なタイミングで速やかに確認できるようになったため、事故収束戦略
の検討が以前よりもスムーズに行えることを確認した。また、Web-SPDS閲覧用の端末

を新たに配備することにより、各機能班が必要なタイミングでパラメータを確認すること
ができ、プラント状況の把握をよりスムーズに実施できることを確認した。

○新情報共有システムによる情報共有事項の見直し

・情報共有システムの記載ルールを定めたマニュアルを作成し、各要員に教育を実施
した結果、情報共有システムに記載されるプラントの情報等がわかりやすい内容となっ
ていることを確認した。
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【発電所対策本部 (高浜)】中期計画（２０２０年度重点実施項目）

重点実施項目の検証結果（発電所）

重点実施項目の検証結果
（発電所）

○３、４号機の特重設備および１号機の新規制設備の活用判断が適切にできることを
確認する。

・事故時操作所則等に基づき、３、４号機の特重設備および１号機のＳＡ設備の活用判

断等を適切にできることを確認した。また、事故時操作所則等に記載のない事項につ
いては、関連資料（工認資料等）を確認し、戦略の検討ができることを確認した。

○情報共有システムを用いたＣＯＰ２の作成等により即応センターへの発信情報の
質・量が向上できていること。

・情報共有システムを用いてＣＯＰ２を作成することにより、作成速度が向上し、即応セ
ンターへの情報発信頻度の質が向上できていることを確認した。また、即応センターへ
共有が必要な事項および優先順位を整理することにより、対外対応専任者から即応セ
ンターへの情報共有の質および量が昨年度訓練時よりも向上していることを確認した。

○新ＥＡＬの判断ができていること。

・２０２０年８月、１２月に判断基準が変更となったＥＡＬを適切に判断できていることを確認
した。

○３基発災時でも現状の体制・設備で適切に通報連絡が実施できること。

・現状の体制・設備で10条、15条の通報票について、すべてＥＡＬ判断から15分以内に
通報が実施できていることを確認した。
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参考：訓練結果について

○ＥＲＣとの情報共有の結果

○ＥＡＬの判断実績

○通報ＦＡＸの記載結果

参考資料１のとおり、ＥＲＣとの情報共有において、「事故・プラントの
状況」、「進展予測と事故収束対応戦略」、「戦略の進捗状況」が概ね
問題なく実施できていたことを確認した。

参考資料２のとおり、訓練事象に対して、ＥＡＬ判断が問題なく実施で
きていることを確認した。

参考資料３のとおり、通報内容に問題がないことを確認した。
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２０２０年度 高浜原子力防災訓練
情報フロー

（訓練後の説明）
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発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練前説明〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

M95

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者

４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡

（FAX/電話）

通報・連絡

（FAX/電話）

情報連絡

（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

傍聴

M95

[ユニット指揮者補佐]

COP作成
②´概略系統図
②´設備状況シート

③´事故収束戦略
検討シート

[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

電子ＷＢ

電子ＷＢ

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

※３

電話会議
（発電所内集音）

※４

電話会議
（受話のみ）

※４

※４

ホットライン

書画資料

（ファイルサーバ）

発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練後説明〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

M95

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者

４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡

（FAX/電話）

通報・連絡

（FAX/電話）

情報連絡

（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

傍聴

M95

[ユニット指揮者補佐]

COP作成
②´概略系統図
②´設備状況シート

③´事故収束戦略
検討シート

[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

電子ＷＢ

電子ＷＢ

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

※３

電話会議
（発電所内集音）

※４

電話会議
（受話のみ）

※４

※４

ホットライン

書画資料

（ファイルサーバ）

結果：良好
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①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練前説明〕

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

通報・連絡

（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL該当確認・宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして

ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知

口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報

メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）

情報メモ（書画）

①SPDS監視
対外対応専任者

⑦情報班長は通報文を作成

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑨着信確認（電話）

⑦本部内集音

（電話会議） ⑦口頭（電話会議）電話会議

⑧通報文送信（FAX）

ホットライン QA対応者

⑦`発電所内で通報文を確認

⑩誤記があった場合の口頭連
絡（電話）

①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練後説明〕

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

通報・連絡

（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL該当確認・宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして

ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知

口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報

メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）

情報メモ（書画）

①SPDS監視
対外対応専任者

⑦情報班長は通報文を作成

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑨着信確認（電話）

⑦本部内集音

（電話会議） ⑦口頭（電話会議）電話会議

⑧通報文送信（FAX）

ホットライン QA対応者

⑦`発電所内で通報文を確認

⑩誤記があった場合の口頭連
絡（電話）

結果：良好

【課題】
本店対策本部（若狭、中之島）間

の情報共有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応
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②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

③報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、

COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

対外対応専任者

④連絡
（マイク）

②各班

・活動内容のM95登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（M95）

⑥口頭、COP他

資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

ユニット指揮者補佐

⑤時系列作成

⑥本部内集音

（電話会議）
電話会議

④COP

電子ＷＢ

④ユニット指揮者補佐にて

COP３，４作成、M95登録

電子ＷＢ

⑨COP手書き更新

（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）ホットライン

QA対応者

②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練後説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

③報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、

COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

対外対応専任者

④連絡
（マイク）

②各班

・活動内容のM95登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（M95）

⑥口頭、COP他

資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

ユニット指揮者補佐

⑤時系列作成

⑥本部内集音

（電話会議）
電話会議

④COP

電子ＷＢ

④ユニット指揮者補佐にて

COP３，４作成、M95登録

電子ＷＢ

⑨COP手書き更新

（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）ホットライン

QA対応者

【課題】
本店対策本部（若狭、中之島）間

の情報共有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応

結果：良好

①情報連絡（電話）

【課題】
電子ホワイトボードによる情報共

有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応

プラント状況収集
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③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）

〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP

（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

②報告（口頭）

④報告・戦略立案（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、

COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他

資料提供

⑫電子ファイル
印刷

①SPDS監視

③ユニット指揮者補佐にて

COP２作成、M95登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
対外対応専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

⑦本部内集音

（電話会議）
電話会議

⑨情報メモ

③COP

⑨情報

メモ

ホットライン
QA対応者

③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）

〔訓練後説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP

（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

②報告（口頭）

④報告・戦略立案（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、

COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他

資料提供

⑫電子ファイル
印刷

①SPDS監視

③ユニット指揮者補佐にて

COP２作成、M95登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
対外対応専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

⑦本部内集音

（電話会議）
電話会議

⑨情報メモ

③COP

⑨情報

メモ

ホットライン
QA対応者

結果：良好

【課題】
本店対策本部（若狭、中之島）間

の情報共有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応
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④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（M95）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

保修班

④ユニット指揮者補佐にて

COP２作成、M95登録

対外対応専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

②SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新

（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

⑦本部内集音

（電話会議）
電話会議

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他

資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報

メモ

⑦報告（口頭（マイク）、

COP（M95））

ホットライン
QA対応者

④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練後説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（M95）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

保修班

④ユニット指揮者補佐にて

COP２作成、M95登録

対外対応専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

②SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新

（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

⑦本部内集音

（電話会議）
電話会議

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他

資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報

メモ

⑦報告（口頭（マイク）、

COP（M95））

ホットライン
QA対応者

結果：良好

【課題】
本店対策本部（若狭、中之島）間

の情報共有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応
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⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練前説明〕

社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

書画

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

①質問 （口頭
（TV会議））

⑫回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

④回答作成依頼
（電話）

関係班

⑥必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（電話）

⑤回答作成依頼
（口頭（電話））

⑨回答連絡（口頭（電話））

⑦回答連絡（口頭（電話））

⑧所管の班・係
M95に回答入力

原子力設備班

（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

②情報、M95入力

⑬口頭（電話、QAメモ） ⑭回答
（口頭（QAメモ）

②ＱＡのM95入力

連絡（口頭）

⑪ＱＡ

（M95確認）

マイク常時ＯＮ

③QAのM95入力
【即応センター情報チーム】

Ｍ９５

ホットライン

QA対応者

⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練後説明〕

社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

書画

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練

模擬データ

Ｍ９５

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

①質問 （口頭
（TV会議））

⑫回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

④回答作成依頼
（電話）

関係班

⑥必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（電話）

⑤回答作成依頼
（口頭（電話））

⑨回答連絡（口頭（電話））

⑦回答連絡（口頭（電話））

⑧所管の班・係
M95に回答入力

原子力設備班

（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

②情報、M95入力

⑬口頭（電話、QAメモ） ⑭回答
（口頭（QAメモ）

②ＱＡのM95入力

連絡（口頭）

⑪ＱＡ

（M95確認）

マイク常時ＯＮ

③QAのM95入力
【即応センター情報チーム】

Ｍ９５

ホットライン

QA対応者
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情報フロー

ＰＳ
対外対応専任者 ＴＶ会議 ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

ＰＳ

本部内音声
電話会議

音
声
ミ
キ
サ
ー
（
調
整
可
）

室
内
音
声

即応Ｃ

Ａ部屋

・確
定
情
報

・バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
情
報

即応Ｃ

情報係

・通報票
・オフサイト情報等

ＣＯＰ、
リエゾン担当者

ＰＳ

対策本部
サーバ
登録

・Ｃ
Ｏ
Ｐ

ＥＲＣ説明者

①

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

担当者

・Ｗ
Ｂ
板
書

・書
画
資
料
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

チーム長

（部長）

・ＥＲＣ対応の全体を監視し、 必要な監督・フォロー
（２人同時に席を外さない）

ＰＳ

対策本部

電
子W

B

（板書後）

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練前】

情
報

メ
モ

ＥＲＣ

説明
ＥＲＣ説明者

②

ＥＲＣ説明者

③

メモ３

・確
定
情
報
の
メ
モ
化

メモＡ メモ３

メモ１，２

ＥＲＣ説明

全体統括

（部長）

情報フロー

ＰＳ
対外対応専任者 ＴＶ会議 ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

ＰＳ

本部内音声
電話会議

音
声
ミ
キ
サ
ー
（
調
整
可
）

室
内
音
声

即応Ｃ

Ａ部屋

・確
定
情
報

・バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
情
報

即応Ｃ

情報係

・通報票
・オフサイト情報等

ＣＯＰ、
リエゾン担当者

ＰＳ

対策本部
サーバ
登録

・Ｃ
Ｏ
Ｐ

ＥＲＣ説明者

①

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

担当者

・Ｗ
Ｂ
板
書

・書
画
資
料
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

チーム長

（部長）

・ＥＲＣ対応の全体を監視し、 必要な監督・フォロー
（２人同時に席を外さない）

ＰＳ

対策本部

電
子W

B

（板書後）

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練後】

情
報

メ
モ

ＥＲＣ

説明
ＥＲＣ説明者

②

ＥＲＣ説明者

③

メモ３

・確
定
情
報
の
メ
モ
化

メモＡ メモ３

メモ１，２

ＥＲＣ説明

全体統括

（部長）

結果：良好
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ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ＱＡ担当者

①

ＥＲＣ説明

全体統括

部長

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練前】

ＱＡ対応（）

・軽微なリエゾン質問への回答作成
・ＱＡ登録、ＱＡリスト管理（M95による）

即応Ｃ

情報係

ＥＲＣ説明者

①

回
答

質問

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班回答

ＱＡ担当者

②

即応Ｃ

回答作成箇所

回答

回答

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン

リエゾン質問

リエゾン回答

・M95へＱＡ登録

質問聞き取り

・
質
問
回
答
依
頼

・質問回答依頼

・M95へＱＡ登録（リエゾン質問）

【凡例】
M95 ： 情報共有システム

ＱＡホットライン

ＰＳ

対策本部

ＥＲＣ説明者

②

ＥＲＣ説明者

③

発電所への

問い合わせ

＜これまでのＱＡ確認の流れ＞
・NRAからの質問発生

↓ ↑
・ＱＡ対応者

↓ ↑
・即応Ｃ情報係

↓ ↑
・各機能班カウンターパート

↓ ↑
・発電所各機能班カウンターパート

＜ＱＡホットライン導入後＞
〇プラント状況に係る簡易な質問

・NRAからの質問発生
↓ ↑

・ＱＡ対応者
↓ ↑

・発電所ホットラインカウンターパート

〇上記以外の質問
・NRAからの質問発生

↓ ↑
・ＱＡ対応者

↓ ↑
・即応Ｃ情報係

↓ ↑
・各機能班カウンターパート

↓ ↑
・発電所各機能班カウンターパート

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ＱＡ担当者

①

ＥＲＣ説明

全体統括

部長

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練後】

ＱＡ対応（）

・軽微なリエゾン質問への回答作成
・ＱＡ登録、ＱＡリスト管理（M95による）

即応Ｃ

情報係

ＥＲＣ説明者

①

回
答

質問

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班回答

ＱＡ担当者

②

即応Ｃ

回答作成箇所

回答

回答

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン

リエゾン質問

リエゾン回答

・M95へＱＡ登録

質問聞き取り

・
質
問
回
答
依
頼

・質問回答依頼

・M95へＱＡ登録（リエゾン質問）

【凡例】
M95 ： 情報共有システム

ＱＡホットライン

ＰＳ

対策本部

ＥＲＣ説明者

②

ＥＲＣ説明者

③

発電所への

問い合わせ

＜これまでのＱＡ確認の流れ＞
・NRAからの質問発生

↓ ↑
・ＱＡ対応者

↓ ↑
・即応Ｃ情報係

↓ ↑
・各機能班カウンターパート

↓ ↑
・発電所各機能班カウンターパート

＜ＱＡホットライン導入後＞
〇プラント状況に係る簡易な質問

・NRAからの質問発生
↓ ↑

・ＱＡ対応者
↓ ↑

・発電所ホットラインカウンターパート

〇上記以外の質問
・NRAからの質問発生

↓ ↑
・ＱＡ対応者

↓ ↑
・即応Ｃ情報係

↓ ↑
・各機能班カウンターパート

↓ ↑
・発電所各機能班カウンターパート

結果：良好
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ＥＲＣプラント班

ＥＲＣ

説明者③

・初
動
時
手
書
き
Ｃ
Ｏ
Ｐ
作
成

手書き
ＣＯＰ

ＷＢ

担当
送付要請

・ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

スキャン後返却

ＰＤＦ

ＫＩＮＤネット ファイルサーバ
・自
動
保
存

・自
動
フ
ァ
イ
ル
名

「
日
付
＋
時
間
」

連絡要請
ＣＯＰ・

リエゾン
担当

・Ｐ
Ｄ
Ｆ
内
容
確
認

・ス
キ
ャ
ン
結
果
に
不
備
が
あ

れ
ば
、
再
ス
キ
ャ
ン
依
頼

印刷要請

・送付ファイル概要

・ファイル名 をＴＥＬ

ＥＲＣ

リエゾン

・Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ＥＲＣ
説明者②

ＥＲＣ

説明者①

手書き
ＣＯＰ

・説明時に渡す

・説明後返却

Ｔ
Ｖ
会
議
対
応
者

書画表示・口頭説明

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

各
チ
ー
ム

本フローは、
①初動時の手書きＣＯＰ

を代表例として具体化したもの。

上記以外にＥＲＣからの要請に
より追加で資料送付が発生する

場合は、「ＷＢ担当」へ送付要請
を行い、以降は同様のフローとす
る。

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練前】

書画資料のＥＲＣ送付方法

ＥＲＣプラント班

ＥＲＣ

説明者③

・初
動
時
手
書
き
Ｃ
Ｏ
Ｐ
作
成

手書き
ＣＯＰ

ＷＢ

担当
送付要請

・ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

スキャン後返却

ＰＤＦ

ＫＩＮＤネット ファイルサーバ
・自
動
保
存

・自
動
フ
ァ
イ
ル
名

「
日
付
＋
時
間
」

連絡要請
ＣＯＰ・

リエゾン
担当

・Ｐ
Ｄ
Ｆ
内
容
確
認

・ス
キ
ャ
ン
結
果
に
不
備
が
あ

れ
ば
、
再
ス
キ
ャ
ン
依
頼

印刷要請

・送付ファイル概要

・ファイル名 をＴＥＬ

ＥＲＣ

リエゾン

・Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ＥＲＣ
説明者②

ＥＲＣ

説明者①

手書き
ＣＯＰ

・説明時に渡す

・説明後返却

Ｔ
Ｖ
会
議
対
応
者

書画表示・口頭説明

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

各
チ
ー
ム

本フローは、
①初動時の手書きＣＯＰ

を代表例として具体化したもの。

上記以外にＥＲＣからの要請に
より追加で資料送付が発生する

場合は、「ＷＢ担当」へ送付要請
を行い、以降は同様のフローとす
る。

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練後】

書画資料のＥＲＣ送付方法

結果：良好
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別
添

－
１

 

1 
 

防
災

訓
練

主
要

シ
ナ

リ
オ
と

E
R
C
説
明

実
績
 

１
．
（
１

）
高

浜
発

電
所

１
，
２

，
３
，

４
号

機
 

防
災

訓
練

主
要
シ

ナ
リ

オ
と

ER
C
説
明

実
績
 

 
 

時
刻
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
１
号
）
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
２
号
）
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
３
号
）
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
４
号
）
 

E
A
L 

C
OP

発
行
 

E
RC

説
明
実
績

（
時
間

は
説
明

時
間
）
 

事
象
 

発
生
前
 

定
格

熱
出
力

一
定
運

転
中
 

長
期

運
転
停

止
中
 

 

定
格

熱
出
力

一
定
運

転
中
 

特
重

施
設
運

用
中
 

定
格

熱
出
力

一
定
運

転
中
 

特
重

施
設
運

用
中
 

 
 

 

1
3
:3
0 

地
震

発
生
(高

浜
町
：
震

度
６
弱
) 

・
原

子
炉
自

動
停
止
 

・
外

部
電
源

喪
失
 

・
A,
B
-
DG

起
動

成
功
 

・
T/
D
AF
WP

起
動
 

・
原

子
炉
冷

却
材
小

漏
え
い

発
生
 

地
震

発
生
(高

浜
町
：
震

度
６
弱
) 

・
外

部
電
源

喪
失
 

・
A,
B
-
DG

起
動

成
功
 

・
S
FP

水
位

低
下
確
認

（
中
央
）
 

地
震

発
生
(高

浜
町
：
震

度
６
弱
) 

・
原

子
炉
自

動
停
止
 

・
外

部
電
源

喪
失
 

・
A,
B
-
DG

起
動

成
功
 

・
T/
D
AF
WP

起
動
 

・
ES

建
屋

の
電
源

切
り
替
え
 

→
 
[特

重
発

電
機
]起

動
 

地
震

発
生
(高

浜
町
：
震

度
６
弱
) 

・
原

子
炉
自

動
停
止
 

・
外

部
電
源

喪
失
 

・
A-
DG

起
動
成
功

、
B
-
DG

故
障
 

・
T/
D
AF
WP

起
動
 

・
ES

建
屋

の
電
源

切
り
替
え
 

→
 
[特

重
発

電
機
]起

動
 

1
-
4
u 

A
L 

(地
震
) 

 
1
3
:3
3【

E
RC

と
の

TV
会
議
開

始
】
 

1
3
:3
4
 地

震
情
報
・

ト
ラ
ブ

ル
情
報
の
連
絡
 

1
3
:3
4
 体

制
の
説
明
 

1
3
:3
5
 
TV

会
議

不
調
時
の

連
絡
先

を
共
有
 

1
3
:3
5
 プ

ラ
ン
ト
状

況
説
明

（
1
-
4
u）

 

1
3
:3
7
 他

サ
イ
ト
（

美
浜
、

大
飯
）
の
プ

ラ
ン

ト
状

況
説
明
 

1
3
:3
5 

 
 

・
ES

建
屋

の
電
源

切
り
替

え
完
了
 

・
ES

建
屋

の
電
源

切
り
替

え
完
了

 
 

 
 

1
3
:4
0 

 
・
S
FP

水
位

低
下
及
び

変
動
の
 

収
束

確
認
（

中
央
）
 

 
 

 
 

1
3
:4
1
 C
OP

を
用
い
た

プ
ラ
ン

ト
状
況
説
明
 

1
3
:4
5 

 
・
S
FP

水
が

地
震
に
よ
り

S
FP

エ
リ

ア
フ

ロ
ア
へ

溢
水
 

・
S
FP

エ
リ

ア
に
て
負

傷
者
３

名
発

生
 

 
 

4
u
 A
L
2
5 

 
1
3
:3
9
 4
u
 A
L
25

判
断

見
込
み
 

1
3
:4
6
 4
u
 A
L
2
5（

1
3
:
45

判
断
）
 

1
3
:5
0
 地

震
シ
ー
ト

説
明
（

全
サ
イ
ト
）
 

1
3
:5
2
 外

電
の
早
期

復
旧
不
可
 

1
3
:5
0 

 
 

 
 

 
1
3
:5
0
 S
F
P①

 
1
3
:5
4
 S
FP

シ
ー
ト
説
明
 

1
3
:5
5 

・
S
FP

冷
却

系
復
旧
 

 
・
S
FP

冷
却

系
復
旧
 

・
S
FP

冷
却

系
復
旧
 

 
 

1
3
:5
9
 ほ

う
酸
濃
縮

開
始
 

1
4
:0
0 

余
震

発
生
(高

浜
町
：
震

度
５
弱
) 

・
4-
1
A（

非
常
用
高

圧
母
線

）
故

障
、
4
-
1A

母
線

停
電
 

・
R
CS

漏
え

い
破
断
口

拡
大
 

→
EC
CS

作
動

（
B
ト

レ
ン
の

み
）
 

・
B-
C
H/
S
IP

ト
リ

ッ
プ
 

・
C-
C
H/
S
IP

手
動

起
動
指
示
 

余
震

発
生
(高

浜
町
：
震

度
５
弱
) 

・
S
FP

水
位

・
温
度
に

異
常
が

な
い

こ
と

を
確
認
 

余
震

発
生
(高

浜
町
：
震

度
５
弱
) 

 

余
震

発
生
(高

浜
町
：
震

度
５
弱
) 

・
余

震
後
の

点
検
を

指
示
 

 
 

1
4
:0
0
 余

震
発
生
報
告
 

1
4
:0
1
 3
,
4u
 余

震
に
よ

る
影
響

な
し
報
告
 

1
4
:0
2
 1
u
 E
R
SS

画
面

で
プ
ラ

ン
ト
状
況

説
明
 

 

1
4
:0
1 

 
 

 
 

1
u
 S
E
2
1 

1
u
 A
L
2
1 

1
u
 A
L
42
 

 
1
4
:0
3
 1
u
 S
E
21
,
AL
2
1,
A
L4
2（

1
4:
02

判
断
）
 

1
4
:0
5
 
10

条
認

定
会
議
 

1
4
:1
0 

 
 

 
 

 
1
4
:1
0
  

1
-
4u
C
O
P①

 

1
4
:1
4
 1
u
 C
O
P2
,3

説
明
 

1
4
:1
6
 1
-
4u
 地

震
シ
ー

ト
説
明
 

1
4
:1
5 

 
 

 
 

1
u
 A
L
2
5 

 
1
4
:1
5
 1
u
 A
L
2
5 

1
4
:2
0 

 
・
S
FP

冷
却

系
復
旧
 

 
・
A-
DG

故
障
停
止

（
S
B
O）

 

・
R
CS

バ
ウ

ン
ダ
リ
か

ら
の
小
漏

え
い

発
生
 

4
u
 A
L
2
4 

 

 
1
4
:1
8
 予

備
変
を
用

い
た
号

機
間
融
通
が

で
き

な
い

こ
と
を

電
源
系

統
図
を

用
い
て
報
告
 

1
4
:2
1
 4
u
 S
BO

発
生

、
S
E
25

予
告
 

1
4
:2
2
 4
u
 A
L
2
4（

1
4
:
21

判
断
）
 

1
4
:2
5 

 
・

負
傷
者
情

報
続
報

（
負
傷

者
３

名
の

う
ち
、

１
名
汚

染
あ
り
）
 

 
 

 
1
4
:2
5
 4
u
CO
P

②
 

1
4
:2
4
 4
u
 S
BO

時
の
戦
略

フ
ロ
ー

説
明
 

1
4
:3
1
 2
u
 負

傷
者
続
報

1 

1
4
:3
5 

・
B-
DG

故
障
停
止

（
S
B
O）

 

→
B-
R
H
RP

停
止
 

 
 

 
1
u
 G
E
2
1 

1
u
 A
L
2
4 

 
1
4
:3
5
 1
u
 S
BO

発
生
 

1
4
:3
6
 1
u
 G
E
21
,
AL
2
4（

14
:
36

判
断
）
 

1
4
:3
6 

 
 

 
・

空
冷

DG
に
よ
る

4
-
4
A
,B

母
線

受
電
 

 
 

1
4
:3
7
 
15

条
認

定
会
議
 

1
4
:4
2
 4
u
 2

次
系

強
制
冷

却
の
遅

延
説
明
 

1
4
:4
3
 4
u
 A
,B

空
冷

DG
か
ら

の
受
電
完
了
 

- 17 -

参
考

資
料

１



2 

 
 

時
刻
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
１
号
）
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
２
号
）
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
３
号
）
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
４
号
）
 

E
A
L 

C
OP

発
行
 

E
RC

説
明
実
績

（
時
間

は
説
明

時
間
）
 

1
4
:4
6 

・
2
号

機
か
ら

の
号
機

間
電
力

融
通

恒
設

ケ
ー
ブ

ル
を
用

い
た
電

源
融

通
準

備
を
開
始
 

 
 

・
恒

設
代
替

低
圧
注
水

P
の

出
口

弁
閉

固
着
 

 
 

1
4
:4
5
 1
u
 今

後
の
戦
略

説
明
(
S
BO

フ
ロ

ー
) 

1
4
:5
0 

 
 

 
・
R
CS

漏
え

い
破
断
口

拡
大
 

 
1
4
:5
0
 1
u
CO
P

②
 

1
4
:5
1
 4
u
 加

圧
器
圧
力

、
水
位

の
急
低

下
発
生
 

1
4
:5
1 

 
 

 
・

安
全
注
入

信
号
発
信
 

（
EC
CS

主
要
機
器

起
動
不

能
）
 

4
u
 G
E
2
1 

4
u
 S
E
2
1 

4
u
 A
L
2
1 

4
u
 A
L
4
2 

 
1
4
:5
2
 4
u
 G
E
21
,
SE
2
1,
A
L2
1
,A
L
4
2（

1
4
:
52

判

断
）
 

1
4
:5
5
 4
u
 今

後
の
戦
略

説
明
（
C
OP
2）

 

1
4
:5
8
 4
u
 現

在
の
炉
心

水
位
を

説
明
 

1
4
:5
6 

・
A
,B

空
冷

DG
か
ら

4
-
1B

母
線
受

電
開
始
 

 
 

 
 

 
 

1
5
:0
0 

 
 

・
A-
DG

故
障
停
止
 

→
A-
M
/D
A
F
WP

停
止
 

・
B-
M
/D
A
F
WP

故
障

停
止
 

 
3
u
 A
L
2
4 

1
5
:0
0
 2
u
CO
P

②
,4
u
CO
P③

, 
 

1
5
:0
0
 S
F
P②

 

1
5
:0
7
 3
u
 A
L
2
4（

1
5
:
01

判
断
）
 

1
5
:0
1 

・
恒

設
代
替

低
圧
注
水

P
起

動
操

作
と

同
時
に

A
,B

空
冷

DG
ト
リ
ッ

プ
 

 
 

 
 

 
1
5
:0
2
 1
u
 空

冷
DG

か
ら
の

受
電
が
確
認

で
き

な
い

、
炉
心

出
口
温

度
の
上

昇
傾
向
を
報
告
 

（
ER
S
S,
 
CO
P
2）

 

1
5
:0
2 

 
 

 
・
[特

重
代
替
注

水
ポ
ン

プ
]準

備

完
了

→
注
水

開
始
 

 
 

1
5
:0
4
 4
u
 炉

注
開

始
(特

重
ポ
ン
プ
) 

1
5
:0
3 

・
原

子
炉
下

部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
注
水

P

に
よ

る
原
子

炉
下
部

キ
ャ
ビ

テ
ィ

注
水

準
備
指
示
 

 
 

 
1
u
 S
E
4
2 

 

 
1
5
:0
8
 1
u
 炉

心
出
口
温
度

3
5
0℃

超
過
 

1
5
:0
8
 1
u
 S
E
4
2（

1
5
:
03

判
断
）
 

1
5
:1
1
 1
u
 現

在
原
子
炉

水
位
を

説
明
 

1
5
:1
2
 1
u
 炉

心
出
口
温
度

6
5
0℃

超
過
 

1
5
:0
5 

 
 

・
T/
D
AF
WP

故
障
停
止
 

→
A
,B

空
冷

DG
に
よ
る

4
-
3A

母
線

へ
の

給
電
及
び

A
-
M
/D
A
F
WP

の
起

動
を

指
示
 

・
SG

補
給

用
仮
設
中
圧

P
準
備
開

始
 

 
 

1
5
:0
5
 1
u
CO
P

③
 

1
5
:0
5
 3
u
 A
-
DG

停
止

を
報
告

、
A
L
25

予
告
 

 

1
5
:1
5 

・
No
.2

モ
ニ
タ
ポ

ス
ト
の

放
射
線
量
が

5μ
S
v
/h

超
過
 

1
-
4
u 

S
E
0
1 

3
u
 A
L
2
5 

 
1
5
:1
4
 野

外
モ
ニ
タ

値
の
上

昇
を
報
告
 

1
5
:1
6 

・
No
.2

モ
ニ
タ
ポ

ス
ト
お

よ
び
モ

ニ
タ
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
の
放

射
線
量
が

5μ
S
v
/h

超
過
 

1
-
4
u 

G
E
0
1 

 
1
5
:1
6
 S
E
01
,
GE
0
1（

15
:
15
/
15
:
16

判
断
）
 

1
5
:2
0 

 
 

 
 

 
1
5
:2
0
 3
u
CO
P

②
 

 

1
5
:2
1 

・
炉

心
損
傷

判
断
 

・
恒

設
代
替

低
圧
注
水

P
に

よ
る

代
替

炉
心
注

入
準
備

を
代
替

CV
ス

プ
レ

イ
準
備

へ
変
更

指
示
 

 
 

 
1
u
 G
E
2
8 

 
1
5
:2
1
 1
u
 G
E
2
8（

1
5
:
21

判
断
）
 

1
5
:2
3
 1
u
 炉

心
損
傷
後

の
戦
略

説
明
 

 

1
5
:2
5 

・
B
空
冷

D
G
 復

旧
完
了

→
起
動
 

→
4-
1B

母
線
お
よ

び
代
替

所
内
 

電
気

設
備
変

圧
器
へ

の
給
電

開
始
 

 
 

A
,B

空
冷

DG
か
ら

4
-B

母
線
へ
給

電
を

試
み
る

も
、
受

電
し
ゃ

断
器

の
故

障
に
よ

り
給
電

不
能
 

 
 

1
5
:2
5
 1
u
 B

空
冷

DG
に
よ
る

B
母
線
へ

の
受
電

完
了
 

1
5
:3
0 

 
 

 
 

 
1
5
:3
0
 1
u
CO
P

④
 

1
5
:2
8
 1
u
 損

傷
炉

心
(残

存
デ
ブ
リ
)冷

却
戦
略

説
明
 

- 18 -



3 

 
 

時
刻
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
１
号
）
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
２
号
）
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
３
号
）
 

プ
ラ

ン
ト
事

象
（
高

浜
４
号
）
 

E
A
L 

C
OP

発
行
 

E
RC

説
明
実
績

（
時
間

は
説
明

時
間
）
 

1
5
:3
6 

・
恒

設
代
替

低
圧
注
水

P
に

よ
る

代
替

CV
ス
プ
レ

イ
開
始
 

・
原

子
炉
下

部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
注
水

P

に
よ

る
原
子

炉
下
部

キ
ャ
ビ

テ
ィ

注
水

開
始
 

 
 

 
 

 
1
5
:3
0
 プ

ラ
ン
ト
状

況
振
り

返
り
(
3
,
4u
) 

1
5
:3
5
 4
u
 急

激
な
漏
え

い
拡
大

は
な
い

旨
報
告
 

1
5
:3
6
 1
u
 C
V
2
Pd

到
達

予
測
時
刻

の
再
確

認
、

プ
ラ

ン
ト
状

況
の
振

り
返
り

、
原
子
炉
下

部
キ

ャ
ビ

テ
ィ
ま

で
の
注

水
経
路

説
明
 

1
5
:4
5 

 
 

 
・
B-
C
H/
S
IP
(自

己
冷
)準

備
完
了
 

 
 

1
5
:4
4
 2
u
 負

傷
者
続
報

2（
高
浜

病
院
に
到

着
）

を
報
告
 

1
5
:5
0 

 
 

 
 

 
1
5
:5
0
 4
u
CO
P

④
 

1
5
:4
6
 3
u
 E
R
SS

で
SG

狭
域
水
位

の
現
状

報
告
 

1
5
:5
4 

 
 

・
全

SG
狭
域
水
位

0
%未

満
 

 
3
u
 S
E
2
4 

 
1
5
:5
5
 3
u
 S
E
2
4（

1
5
:
54

判
断
）
 

1
6
:0
0 

 
 

 
 

 
1
6
:0
0
 2
u
CO
P

③
,3
u
CO
P③

, 
 

1
6
:0
0
 S
F
P③

 

1
5
:5
7
 3
u
 今

後
の
戦
略

説
明
(
SG

除
熱
機

能
維

持
、

操
作
フ

ロ
ー
) 

1
6
:0
1
 1
u
 下

部
キ
ャ
ビ

テ
ィ
必

要
水
量

を
注
水

済
 

1
6
:0
6
 3
u
 今

後
の
戦
略

説
明
(
C
O
P2

手
書

き
) 

1
6
:0
5 

・
C-
C
H/
S
IP
(自

己
冷
)に

よ
る
代

替
炉

心
注
水

開
始
 

 
 

・
A-
C
S
P（

自
己

冷
）
に

よ
る
ス
プ

レ
イ

準
備
完
了
 

 
 

1
6
:0
9
 1
u
 C
-
CH
/
SI
P
(自

己
冷
)に

よ
る

代
替
炉

心
注

水
開
始
(
ER
S
S,
C
OP
2
,C
O
P3
) 

1
6
:1
0 

 
 

 
・

炉
心
注
水

の
切
替

時
期
検

討
の

検
討

結
果
報
告
 

 
 

1
6
:1
2
 4
u
 今

後
の
戦
略
(
SA

設
備

へ
の
切

り
戻

し
)に

つ
い
て
説
明
 

1
6
:1
5 

 
 

 
 

 
1
6
:1
5
 1
u
CO
P

⑤
 

1
6
:1
8
 
3u

全
体

の
振
り
返
り
 

1
6
:1
9
 3
u
 A
L
25

報
告

（
1
5
:
15

判
断

）
 

※
1u

事
故

対
応
を

優
先
し

て
い
た

た
め
、

こ
の
 

タ
イ

ミ
ン
グ

で
の
報

告
と
な

っ
た
旨
、
訓
練
 

中
に

E
RC

に
説
明
し

、
了
承

を
得
て
い
る
。
 

 

1
6
:2
1
 1
u
 格

納
容
器
お

よ
び
損

傷
炉
心

の
冷
却

状
況

の
報
告

（
C
O
P
2）

 

1
6
:2
3 

訓
練

終
了
 

 

- 19 -



Ｉ 　 Ｎ Ｏ 　 Ｉ

1.
(2
)E
RC
説

明
に
お

け
る
書

画
画

面
の
活

用
状

況
(高

浜
発

電
所

)
注

:時
間

は
参

考
値

(訓
練

ビ
デ

オ
の

画
面

抽
出

時
間

)

13
:4
1 

高
浜

1号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
説

明
[C
OP
3(
手

書
き
)]

響
精

l 
r 
T'
I

偽
||
|

1蝸

離
,ヽ

,卜
_ 
  
|

・ 一

a 戸

11
‐

，
“

a
|

ψ
▼

13
:5
1 

美
浜

1-
3号

 
地
震

情
報

の
説

明
[地

震
シ
ー

ト
]

13
:3
9 

高
浜

4号
 A
L2
5[
EA
L判

断
フ

ロ
ー

]

13
:5
0 

高
浜

1-
4号

 
地
震

情
報

の
説

明
[地

震
シ
ー

ト
]

11
:す

:

.,
察

“

_

13
:3
5 

連
絡

先
の
確

認

13
:4
6 

高
浜

3号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
説

明
[C
OP
3(
手

書
き
)]

鸞
申

″
摯

J

li
期

笠
!′

°

`う
OB
'転

や
ド
Ⅲ

こ
B卜

強
Aい

電
騨

三

恥



13
:5
9 

高
浜
1-
4号

 
ほ

う
酸

浪
縮

開
始

[情
報

メ
モ

]

14
:0
3 

高
浜

1号
 A
L4
2[
EA
L判

断
フ

ロ
ー

]

r・
‐ ∵

ギ 
…

1

11
ギ

!!
'|
十

∵
'‐

…
…
Ⅲ
 I

I…
i 
n●

●  
モ●
, 
1 
 1
 1
1Ⅲ

i

:‐
…

…
…

1

11

「
コ

R:
=:
も

:∫
=E
と

4

:!
イ
“ 上
ギ
ど,

」

1・
エ

13
:5
4 

高
浜
1-
4号

 S
FP
状

況
の
説

明
ES
FP
シ

ー
ト

]

14
:
03
 

高
浜

1号
 A
L2
1,
S 
E 
2 
1 
EE
AL
判

断
フ

ロ
ー

]

13
:5
2 

高
浜

3号
 

外
電

の
早

期
復

日
不

可
[情

報
メ
モ

]

:■
〒

４ 　 　 一

14
:0
2 

高
浜

1号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
説

明
[E
RS
S]

Ⅲ
 

、

Ю 出



Ｎ Ｎ

14
:1
4 

高
浜

1号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
説

明
EC
OP
2]

●
:,
0

HE

中 　 を

一 ” ・ 」

14
:1
6 

美
浜

1-
3号

 
余

震
情

報
の
説

明
[地

震
シ
ー

ト
]

絲
鶴

14
:1
3 

高
浜

1号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
説

口 月
EC
OP
2(
手

書
き
)]

沖
if
軍
二
七
註

1毛
i

'■
.1
1ヽ

下
! 
  

〕
ド

ィ 
ン 
|

と
 '
|｀

す`
1 
'I
II
 I
.ィ

|

―
 

―

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
l

^争

に
む

tJ
●
 "
強

韓
●
れ

! 
|

:

H,
“

B
:B
‐

 
‐壻

上
指

I
F_

14
:1
5 

高
浜

1号
 A
L 
2 
5 
EE
AL
判

断
フ

ロ
ー

]

中 ・ 一̈ “ ” ”

” Ｗ

言
11
1-
主

H 
IⅢ
・

∴
■

千

籠

一 一 ” “ ” 一 “

14
:1
1 

高
浜

1号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
説

明
[C
OP
3(
手

書
き
)]

14
:1
5 

高
浜

1号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
説

明
[C
OP
3]

■
錦 _嵐

.'
r■

l 
i1
1・

 
ヤ 上

.ュ

ー ー
|



14
:2
1 

高
浜

4号
 S
BO
発

生
報

告
[E
RS
S]

い 轟 “ ．
一

． 「 ギ
ば ・ 士 キ ・

|1
血

募

息 五
IⅢ

l血
】 　 一 　 弾品

=

B逮
逮
置
融

14
:2
9 

高
浜

4号
 R
CS
漏

え
い

量
報

告
[情

報
メ
モ

]

14
:1
9 

高
浜

1号
 

号
機

関
電
源

融
通

不
可

[電
源

系
統

図
]

a^
會

H卜
1″
4●

HB
`u
ぃ

,,
■
●
●
4,
●

●
1句

●
"1
■

●
●
い
慕
薔
島

14
:2
4 

高
浜

4号
 S
BO
時

の
手

順
フ

ロ
ー

図
で

説
明

ダ
⑥

ふ
 

ャ

申

一 　 １ ． ｒ Ｔ ∴ ｒ 一

14
:1
8 

高
浜

4号
 

号
機

関
電
源

融
通
不

可
[電

源
系
統

図
]

|:
il
燿

X
:

B4

【 Ｘ

蕉
ィ  

擬
 

寿
i

・
・ ・

 i
喜

と
 ,
赫

一 　 粽 一 ・ 一 　 　 す ・
　 い，

゛ 　 　 、

14
:2
2 

高
浜

4号
 A
L2
4[
E地

判
断

フ
ロ
ー

]

酌 ∞



14
:3
8 

高
浜

1号
 C
―
CH
/S
IP
点

検
結

果
[情

報
メ
モ

]

,■
■
,れ

‐
'‐

'1
‐

●
 1

奪
r,
ゴ
,,
,,
″

〕 f
引

,'
t,
等

t'
r 
r●

・
,1
ゝ
(

14
:4
2 

高
浜

4号
 2
次

系
強

制
冷

却
の

遅
延

説
明

[情
報

メ
モ

]

と'
1呻

al
辞

||
:

u―
1 
11
Ⅲ

Ⅲ i上

`

1麟
:.
‐

.イ
  

▼
  
'

Ⅲ f
卜

■
it
t 
rm
v脚

14
:3
3 

高
浜

1-
4号

 
デ

ィ
ー

ゼ
ル

消
化

ポ
ン
プ

状
況

[情
報

メ
モ

]

ケ
い
W守

‐ヽ
専

"心
●
子
Ⅲ

よ
'と

卓
守
4竹

聴
■

■
r韓

輔
,l
Ⅲ
l 

鞘

i～
や
4々

ぬ
守
 "
,!
l跡

ア '
'

式ξ
‐ ぃ
■
喩
商

ぃ
。

"ぅ
,I
秘

諄
■

, 
特

P帝
備

' 
輸

●
●
、

1

-一

14
:3
6 

高
浜

1号
 G
E2
1[
EA
L判

断
フ

ロ
ー

]

イ
■
.1
.

■
■

―

F卜
● 「

 |
 I
 

Ⅲ
 :
0

一 ” 中 一 ．̈ ” 中 」

・ 中 一 れ ” 一
´

コ
⌒ .

14
:3
1 

高
浜

2号
 
負

傷
者
続

報
1[
情

報
メ
モ

]

14
:3
5 

高
浜

1号
 

原
子

炉
水

位
計

の
説

明

■
).
 

●
  
 

´

(I
(■

ー
ー

―
,

持
|=
~r

一 “

弾 弾 　 弾

Ｉ 　 Ｎ ト 　 ー



14
:5
1 

高
浜

4号
 

加
圧

器
圧

力
・

水
位

の
急

低
下

EE
RS
S]

学
R・

年
H

14
:5
8 

高
浜

4号
 

現
在

の
炉

心
水
位

を
説

明
[原

子
炉

水
位

計
]

騨
  

“

骨
t・

)"
・
・

・
い
OB
や

く J
"

ヨ
tう

′

い
∵

|.
__ ′V

ー

1
4:
45
 

高
浜

1号
 S
BO
時

の
手

順
フ

ロ
ー

図
で

説
明

． 一 ・ 【

J

心

14
:5
5 

高
浜

4号
 
今

後
の
戦
略

説
明

[C
OP
2(
手

書
き
)]

14
:4
4 

高
浜

1号
 
事

象
進

展
予

浪
」シ

ー
ト
の
説

明

14
:5
2 

高
浜

4号
 G
E2
1[
E軋

判
瞬

フ
ロ
ー

]

島
, 
 

こ
う
。
こ
い
●̂`

〕 1
●

'l
Ⅲ

…
〔|

お
1か
 '
―

●
“
' 
  
 1
燿

向 い



15
:0
4 

高
浜

4号
 

炉
注

開
始

(特
重

ポ
ン

プ
)[
CO
P2
(手

書
き
)]

15
:0
8 

高
浜

1号
 S
E4
2[
EA
L判

断
フ

ロ
ー

]

|「
‐

9・
:X
景

解
Xと

15
:0
2 

高
浜

1号
 
炉

心
出

日
温
度

の
上
昇
傾

向
EE
RS
S]

|_
闘

 _

―
…

…

韓
咸

燎
缶
_瀬

口
用

瞑
奪

線
と

ぃ
…

底 一轟氏

翻
颯
臓
諒

…

15
:0
7 

高
浜

3号
 A
L2
4判

断
EE
AL
判

断
フ

ロ
ー

]

BA
`t
■

iれ
■
●)

'Ⅲ
… 
tt
'(
,4
'

―ヽ
 :
!4

言
_~
'!

u

14
i5
9 

高
浜

4号
 
炉

心
損

傷
予

測
 [
事

象
進

展
予
測

シ
ー

ト
]

15
:0
5 

高
浜

3号
 A
L2
5判

断
予

告
EE
AL
判

断
フ

ロ
ー

]

an
■

■
年
《
^1
11
'P
'諄

' 
1ビ

A″
奏
〕
―

。
Ⅲ
Ⅲ

騨
濡

し
潮

Ｉ 　 Ю ω 　 ｌ



15
:1
4 

高
浜

1-
4号

 
野
外
モ

ニ
タ
値

の
上
昇

を
報

告
[E
RS
S]

烹鳴

15
:2
1 

高
浜

1号
 G
E 
2 
8 
EE
AL
判

断
フ

ロ
ー

]

■
A(
“

い
.｀
とヽ

'I
慎

サI
キ

15
:1
2 

高
浜

1号
 
炉

心
出

日
温
度

65
0℃

超
過

[C
OP
2(
手

書
き
)]

15
,1
9 

高
浜

4号
 S
BO
操

作
フ

ロ
ー

ー
tけ

・

 _

一
を

ヽ

_

，
■ ４

イ 一
中 沖

営
工
…嘉

《

l 
 _
;

Fソ
・

15
:0
8 

高
浜

1号
 
現
在

の
原

子
炉

水
位

を
説

明
[原

子
炉

水
位

計
]

15
:1
6 

高
浜

1-
4号

 S
E0
1,
GE
01
[E
他

半
」断

フ
ロ
ー

]

∬
か

型
iV
対

"下
1-
―

,コ

Ｉ 　 Ю 『 　 ―



15
:3
0 

高
浜

3号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
振

り
返

り
[C
OP
3(
手

書
き
)]

将
申

・

■
| |

う

Ｈ 〕 Ｈ Ｂ
Ｅ Ш ■

w中
学

15
:3
6 

高
浜

1号
 

事
象
進

展
予

涙
」シ

ー
ト
の
説

日 月

一Ｔ

議
謝
L虫

工
…
1'
嵐

' 
,か

‐  
■

4

15
:2
8
 

高
浜

1号
 
損

傷
炉

心
の

冷
却
戦

略
説

明
EC
OP
2(
手

書
き
)]

1
5:
35
 

高
浜

4号
 

急
激

な
漏

え
い

拡
大

な
し

[E
RS
S]

風
…

尊

嵐
差

息

浪
1'

ユ

15
:2
3 

高
浜

1号
 

炉
心
損

傷
後

の
戦
略
説

明
[C
OP
2(
手

書
き
)]

子

r…
Ⅲ 
 ・・

4
守

習
|

一 ・ 一 ・ 賛 じ “

子
い 一 〓

ギ ・

15
:3
2 

高
浜

4号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
振

り
返

り
 E
CO
P2
(手

書
き
)]

― 　 向 ∞ 　 ―



15
:4
3 

高
浜

1号
 
水
素

測
定

の
開
始

見
込

み
[情

報
メ
モ

]

1颯
 

導
11
お
■

,'
 ・

4.
IF
～

i・
'

f 
r.
1/
1:
II
f'
 t
' 

…
lf
(平

い
、
tr
: 
 `
  
.

Ⅲ
Ⅲ

■
た

II
!1
1 
'ヽ

it
イ

ー
て

1・
||

15
:5
5 

高
浜

3号
 S
E2
4判

断
[E
tt
L判

断
フ

ロ
ー

]

■
■

世
“

命
顔

燃
に 雪

Eカ
ー
:-
4,
―

15
:
39
 

高
浜

1号
 
原

子
炉

下
部

キ
ャ

ビ
テ

ィ
ま
で

の
注
水

経
路

サ0
●

●
や
●

=●
●
Ⅲ
,筆

●ヽ
,こ

n―

ご1
喧
01
ヨ

静
―

IH

=軒
留
扁
BI
・

攀

● ・ ・
…
 

■
ヽ

エ

稲
・

= 
」
正
二
,(
1.
“

15
:5
0 

高
浜

4号
 B
 C
H/
SI
P(
自

己
冷

)準
備

完
了

[情
報

メ
モ

]

15
:3
7 

高
浜

1号
 

プ
ラ

ン
ト
状

況
振

り
返

り
[C
OP
3(
手

書
き
)]

“ 一 山 路 ・． Ｗ Ｗ

荘 ‘ 担 口
‐ …ヽ 肘

閣

く
1基

■
 .
:!
Ⅲ

…
.,

● ・
  
 

離
1

15
:4
6 

高
浜

4号
 S
G狭

域
水
位

の
現
状

報
告

EE
RS
S]

Ｎ Ｏ



16
10
6 

高
浜

3号
 
今

後
の
戦

略
説

明
[G
OP
2(
手

書
き
)]

16
:2
1 

高
浜

1号
 C
Vお

よ
び

損
傷
炉

心
の
冷
却

状
況

[C
OP
2]

“ 一 寵

…
‐ 

Ⅲ
‐ 1■
手

襴
1日

|「
r

i

:|

16
:0
1 

高
浜

1号
 
下
部

キ
ャ

ビ
テ

ィ
ヘ

の
必

要
水

量
を
注

水
済

一̈ ・̈、戯
B

曽

■
 ・
・

碑
ヨ B

靖
電 子
こ

I

“
I 
t'
・
・

。
  

●`

静
ｔ

ｉ ｒ

―
 
舶

nt
・

け ・ ・
0,
け

'い
や

,■

'(
ユ

rt
tn
A〕

B 
  
 ,
観

16
:1
2 

高
浜

4号
 

今
後

の
戦

略
説

明
[C
OP
2(
手

書
き
)]

1,
11
'譲

!…

ら
ム
| 
 
い
0

15
:5
5 

高
浜

3号
 

今
後

の
戦

田 各
説

明
[手

順
フ

ロ
ー

]

ー

一 “ “ ¨

i.
. 
.?
Fr
F 

」
|

_′
t 
,'
ン

 
半
  
  

イ

|→

'1
4

‐ 注
Ⅲ
Ⅲ 好

I

16
:0
9 

高
浜

1号
 

代
誉

炉
心

注
水

開
始

EC
OP
3(
手

書
き
)]

`“
i'

~「
■

幹

.i
・

枠

“

nⅢ
イ ●

●
い

い
n

`●

11
1附

μ

将
瞬

■ 拌 ・

‐ r
`

tだ

・ 凸

亀 ！ 日 ■ ■
出 　 中 】 門 ＝ ｕ

― 　 ∞ 〇 　 ―



参
考

資
料

2

高
浜

発
電

所
防

災
訓

練
主

要
シ
ナ
リ
オ
と
EA
L発

信
の
妥

当
性

に
つ
い
て

― ∞ ド ー

EA
L

判
断

時
刻

13
:3
0

13
:4
5

14
:0
2

14
:1
5

EA
L判

断
の
妥

当
性

高
浜

町
に
お
い
て
震

度
6弱

の
地

震
が
発

生
し
た
こ
と

か
ら

AL
(地

震
)を

判
断

し
た
。

【A
L2
5】

所
内
非

常
用

高
圧
母

線
が

1系
統

と
な
り
、
当
該

母
線

へ
の
供

給
電
源

が
1系

統
(非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機

)と
な
り
、
そ
の
状

態
が
15
分

間
以

上
継

続
し
た
こ
と

か
ら
、
13
45
に

本
部

長
が

AL
25
を

判
断

し
た
。

1針
是
撃
詢
紺

嬰
憲

!

【S
E2
1】

非
常

用
炉

心
冷
却

装
置

の
作

動
を
必

要
と
す
る
1次

冷
却

材
の
漏

え
い
が
発

生
し
た
状

態
で
、
す
べ
て
の
充

て
ん
/高

圧
注

入
ポ
ン
プ
が
起

動
し
な
い
状

態
を
確

認
し

た
こ
と
か
ら
、
14
02
に

本
部

長
が

SE
21
を

判
断

し
た
。

【A
L2
1、

AL
42
】

原
子

炉
冷
却

材
の
漏

え
い
に
よ
り
加

圧
器
圧

力
お
よ
び

加
圧

器
水

位
が
非

常
用

炉
心
冷

却
装
置
の
作

動
を
必

要
と
す
る
設

定
圧

力
ま
た
は
設
定
水

位
以
下

を
確

認
し

た
こ
と
か
ら
、
14
02
に

本
部

長
が

AL
21
、

AL
42
を

判
断

し
た
。

t

SE
21
、

AL
21
、

AL
42
:計

‖ 練
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
実

時
間
で
判

断
を
実
施

。
判

断
は
妥

当
と
考

え
る

〕
【A

L2
5】

  
  
  
  
  
  
  
  
  
~~
~~
~~

所
内
非

常
用

高
圧

母
線

が
1系

統
と
な
り
、
当
該
母

線
へ
の
供

給
電
源

が
1系

統
(,
F常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機

)と
な
り
、
そ
の
状

態
が
15
分

問
以

上
継

続
し
た
こ
と

か
ら
、
14
15
に

本
部

長
が

AL
25
を

判
断

し
た
。

|

AL
25
:訓

練
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実

時
間
で

判
断

を
実

施
。
判

断
は
妥

当
と
考

え
る

EA
L説

明

当
該

原
子

力
事
業

所
所
在

市
町

村
に
お
い
て
震

度
6弱

以
上
の
地

震
が
発

生

AL
25

非
常

用
交

流
高

圧
母

線
喪

失
ま

た
は
喪

失
の
お
そ
れ

SE
21

原
子

炉
冷
却

材
漏

え
い
時
に
お

け
る
非

常
用

炉
心
冷

却
装
置

に
よ
る
一
部

注
水

不
能

AL
21

非
常

用
炉
心

冷
却
装

置
の
作

動
を
必

要
と
す
る
原

子
炉
冷

却
材

の
漏

え
い
が
発

生
AL
42

原
子

炉
冷
却

材
の
漏
え
い
に
よ
り

加
圧

器
圧

力
お
よ
び
加

圧
器
水

位
が
非

常
用

炉
心

冷
却

装
置

の

作
動

を
必
要

と
す
る
設

定
圧

力
ま
た
は
設

定
水

位
以
下

AL
25

非
常
用

交
流

高
圧
母

線
喪

失
ま

た
は
喪

失
の
お
そ
れ

EA
L

AL (地
震

)

4u
AL
25

lu
SE
21

AL
21

AL
42

lu
AL
25

プ
ラ
ン
ト
事

象
(高

浜
4号

)

定
格

熱
出
カ
ー
定
運

転
中

地
震

発
生

(高
浜

町
:震

度
6弱

)

・
外

部
電

源
喪

失
Aヽ―

DG
自

動
起
動
成

功
・
B―

DG
起

動
失
敗

余
震

発
生
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地
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発
生
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)

外
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電
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動
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動
成

功

余
震

発
生

(高
浜

町
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度
5弱
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プ
ラ
ン
ト
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(高

浜
J号

)

定
格

熱
出
カ
ー
定
運

転
中

高
浜

町
:震

度
6弱

)

外
部

電
源

喪
失

A、
B―

DG
自

動
起

動
成

功
RC
Sか

ら
の
小

漏
え
い
発

生

余
震

発
生

(高
浜

町
:震

度
5弱

)

LO
CA
に

進
展

4-
lA
母

線
故
障

B―
CH
/S
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障
停

止
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/S
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手
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起
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敗
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EA
L

判
断

時
刻

14
:2
1

14
:3
6

14
:5
2

EA
L判

断
の
妥

当
性

【A
L2
4】

蒸
気

発
生

器
へ
の
す
べ
て
の
主
給

水
が
停

止
し
、
補

助

給
水

ポ
ン
プ
が
1台

(タ
ー
ビ
ン
動

補
助

給
水

ポ
ン
プ

)し

か
起

動
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、
14
:2
1

に
本

部
長

が
AL
24
を

判
断

し
た
。

|

AL
24
訓

練
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実

時
間
で

判
断
を
実
施

。
判

断
は
妥

当
と
考

え
る

)

【G
E2
1】

EC
CS
の

作
動

を
必

要
と
す
る
LO
CA
が

発
生

し
て
い
る

状
況
に
お
い
て
、
SB
Oに

な
り
、
す
べ
て
の
充

て
ん
/高

圧
注

入
ポ
ン
プ
お
よ
び
す
べ
て
の
余
熱

除
去
ポ
ン
プ
に

よ
る
注

水
が
直
ち
に
で
き
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認

し
た
こ
と
か
ら
、
14
36
に

本
部

長
が

GE
21
を

判

断
し
た
。

【A
L2
4】

蒸
気

発
生

器
へ
の
す
べ
て
の
主
給

水
が
停

止
し
、
補

助

給
水

ポ
ン
プ
が
コ
台

(タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ

)し

か
起

動
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、
14
36

に
本

部
長
が

AL
24
を

判
断

し
た
。

|

GE
21
、

AL
24
訓

練
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実

時
間
で
判

断
を
実

施
。
判

断
は
妥

当
と

考
え
る

!

【G
E2
1、

SE
21
】

非
常
用

炉
心

冷
却

装
置

の
作

動
を
必
要

と
す
る
1次

冷

却
材

の
漏

え
い
が
発

生
し
た
状

態
で
、
す
べ
て
の
充

て

ん
/高

圧
注

入
ポ
ン
プ
お
よ
び
す
べ
て
の
余

熱
除
去

ポ

ン
プ
が
起

動
し
な
い
状

態
を
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、
14
52

に
本

部
長

が
GE
21
、

SE
21
を

判
断

し
た
。

【A
L2
1、

AL
42
】

原
子

炉
冷
却

材
の
漏

え
し
Ч
こ
よ
り
加

圧
器
圧

力
お
よ
び

加
圧

器
水

位
が
非

常
用

炉
心

冷
却

装
置
の
作

動
を
必

要
と
す
る
設

定
圧

力
ま
た
は
設
定

水
位

以
下

を
確

認
し

た
こ
と
か
ら
、
14
:5
2に

本
部

長
が

AL
21
、

AL
42
を

判
断

し
た
。

|

GE
21
、

SE
21
、

AL
21
、

AL
24
:司

1練
プ

レ
イ
ヤ
ー

が
実

時
間

で
判

断
を
実

施
。

半
J断

は
妥

当
と
考

え
る

!

EA
L説

明

AL
24

蒸
気

発
生

器
へ

の
す

べ
て
の
主

給
水

が
停

止
し
、
補

助
給

水
ポ
ン

プ
が

可
台

し
か

起
動

で
き
な
い

GE
21

EC
CS
の

作
動
を
必

要
と
す
る

LO
CA
が

発
生

し
た
場

合
に
お
い

て
、
す
べ
て
の
充

て
ん
/高

圧
注

入
ポ
ン
プ
お
よ
び
す
べ
て
の
余
熱

除
去

ポ
ン
プ
が
起
動

で
き
な
い

AL
24

蒸
気
発

生
器

へ
の
す
べ

て
の
主

給
水

が
停

止
し
、
補

助
給

水
ポ
ン

プ
が

1台
し
か
起

動
で
き
な
い

GE
21

EC
CS
の

作
動

を
必

要
と
す

る

と
OC
Aが

発
生

し
た
場

合
に
お
い

て
、
す

べ
て
の
充

て
ん
/高

圧
注

入
ポ

ン
プ
お
よ
び
す

べ
て
の
余

熱

除
去

ポ
ン
プ
が
起

動
で
き
な
い

SE
21

原
子

炉
冷

却
材

漏
え
い
時

に
お

け
る
非

常
用

炉
心

冷
却

装
置

に

よ
る
一

部
注

水
不

能

AL
21

非
常

用
炉
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冷

却
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の
作

動
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す

る
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炉
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却

材

の
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え
い
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発

生

AL
42

原
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冷

却
材

の
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え
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よ
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加
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器
圧

力
お
よ
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が
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下

EA
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生

LO
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プ
ラ
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ト
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象
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浜
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)
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浜
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)
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リ
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EA
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判
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時
如

15
:0
1

15
:0
3

15
:1
5

H5
:1
6

EA
L判

断
の
妥

当
性

【A
L2
4】

蒸
気
発
生

器
へ
の
す
べ
て
の
主
給
水

が
停

止
し
、
補
助

給
水

ポ
ン
プ
が

1台
(タ

ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ

)し

か
起

動
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、
15
:0
1

に
本

音『
長
が

AL
24
を

半
凹
千し

た
。

|

GE
21
、

AL
24
訓

練
プ
レ
イ
ヤ
ニ
が
実

時
間
で
判

断
を
実
施

。
判

断
は
妥

当
と

考
え
る

!

SE
42
】

炉
心

出
口
温
度

の
最

高
値

が
35
0℃

以
上

と
な
り
燃

料
被

覆
管

障
壁

が
喪

失
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
状

態
で
、

加
圧

器
圧

力
お
よ
び
加

圧
器

水
位

が
非

常
用

炉
心
冷

却
装

置
の
作

動
を
必
要

と
す
る
設

定
圧

力
ま
た
は
設

定
水

位
以
下

と
な
り
原

子
炉

冷
却

系
障

壁
が
喪

失
し
た
こ

と
を
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、
15
:0
3に

本
部

長
が

SE
42
を

判
断

し
た
。

|

SE
42
:訓

練
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実

時
間
で
半

J

断
を
実

施
。
判
断

は
妥

当
と
考

え
る

|

【S
E0
1】

No
 2
モ

ニ
タ
ポ
ス
ト
の
指

示
値

が
5μ

 S
v/
h以

上
を
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、
15
:1
5に

本
部

長
が

SE
01
を

判
断

し
た
。

【A
L2
5】

所
内
非
常
用

高
圧
母

線
が

1系
統

と
な
り
、
当
該

母
線

へ
の
供

給
電
源

が
可
系
統

(非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機

)と
な
り
、
そ
の
状

態
が
15
分

間
以

上
継

続
し
た
こ
と

か
ら
、
15
:1
5に

本
部

長
が

AL
25
を

判
断

し
た
。

|

SE
01
、

AL
25
:訓

練
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実

時
間
で
判

断
を
実
施

。
判

断
は
妥

当
と

考
え
る

!

【G
E0
1】

No
 2
モ

ニ
タ
ポ
ス
トお

よ
び
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指

示
値
が

5μ
 S
v/
h以

上
を
確
認

し
た
こ
と
か
ら
、
15
:1
6

に
本
部
長
が

GE
01
を

判
断
し
た
。

|

GE
01
:訓

練
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実

時
間
で
判

断
を
実

施
。
判
断

は
妥

当
と
考

え
る

|

EA
L説

明

AL
24

来
気

発
生
器

へ
の
す
べ
て
の
主

給
水
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停

止
し
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補

助
給
水

ポ
ン

プ
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1台

し
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起
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驚

な
い

SE
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炉
心
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温
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3
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燃
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被

覆
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障
壁
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喪
失

す
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そ
れ
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あ
る

状
態

で
、
加

圧
器

圧
力
お
よ
び

加
圧

器
水
位

が
非

常
用

炉
心

冷
却

装
置

の
作
動

を
必
要

と
す
る

設
定

圧
力
ま
た
は
設
定

水
位

以

下
と
な
り
原

子
炉

冷
却

系
障

壁
が

喪
失

し
た
た
め

SE
01

No
 2
モ

ニ
タ
ポ
ス
ト
の
放

射
線

量
が

5μ
 S
v/
h超

過
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25

非
常

用
交
流

高
圧
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ま
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の
お
そ
れ

GE
01
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モ

ニ
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ポ
ス
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モ
ニ
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テ
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シ
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ン
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h超
過
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L
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プ
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リ
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プ
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ン
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象
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浜
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)

炉
心

出
口
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度
35
0℃

到
達

炉
心

出
口
温

度
65
0℃

到
達

No
 2
モ

ニ
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ポ
ス
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線
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上
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モ
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15
:5
4

EA
L

【S
E2
4】

蒸
気

発
生

器
へ

の
す
べ

て
の
給

水
機

能
が
喪

失
し
て

い
る
状

況
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
蒸

気
発

生
器

の
狭

域

水
位

が
0%
未

満
と
な
っ
た
こ
と
を
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、

15
:5
4に

本
部

長
が

SE
24
を

判
断

し
た
。

SE
24
訓

練
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実

時
間
で
半

J

断
を
実

施
。
判

断
は
妥

当
と
考

え
る

EA
L判

断
の
妥

当
性

【G
E2
8】

15
10
3に

炉
心

出
口
温

度
が
35
0℃

到
達

し
、
15
:2
1

に
格

納
容
器

内
高

レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
線

量
率

が
ヽ

×
1 
05
mS
V/
h以

上
と
な
っ
た
こ
と
を
確

認
し
た
こ
と
か

ら
、
15
:2
1に

本
部

長
が

GE
28
を

判
断
し
た
。

6E
28
:訓

練
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実

時
間
で
判

断
を
実

施
。
判

断
は
妥

当
と
考

え
る

SE
24

来
気
発

生
器

へ
の
す
べ

て
の
主

給
水

が
停

止
し
、
す
べ
て
の
蒸

気

発
生
器

の
狭

域
水
位

が
0%
未

満
と
な
り
、
か
つ
補

助
給

水
ポ
ン

プ
が
す
べ
て
起
動

し
な
い

EA
と

言党
明

GE
28

原
子

炉
格
納

容
器

内
の
格

納
容

器
内
高

レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の

線
量
率

が
1×

1 
05
mS
V/
h以

上
と
な
り
、
か
つ
炉

心
出

口
温

度
が
35
0℃

以
上

と
な
っ
た
た
め

3u
SE
24

EA
L

lu
GE
28

プ
ラ
ン
ト 事

象
(高

浜
第
)

全
SG
狭

域
水
位
0%
未

満
到
達

プ
ラ
ン
ト
事

象
(高

浜
3号

)
プ
ラ
ン
ト
事

象
(高

浜
1号

)

・
格
納
容
器

内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

1×
1 
05
mS
V
/h
至

J達

訓
練

終
了

15
:5
4

時
荊

15
:2
1

ｌ 　 ω ト 　 ー
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-35-

警戒事態駿当事象連絡

警戒事態該当事象の発生について、原子力災害対策指針に基づき連絡します。

2021年 2月 2G日

夫

先

防災 木

関西電力榊高浜発電所

原子力規制委員会、(関係地方公共団体の長)、

(関係防災機関の長)殿

原子力事業所の名称
及び場所

関西電力榊高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

警戒事態該当事象の
発生簡所

高浜発電所4号機/

警戒事態該当事象の
発生時刻

修4時間表示) 13時 45分プ

警戒事態議当事
象の種類

原子炉停止機能の異常または異常のおそれ

原子炉冷却材の漏えい

蒸気発生器給水機冑B喪共のおそれ

非常用交流高圧母線喪共または喪失のおそれ

停止中の原子炉冷却機能の一部喪失
使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ(新基準炉)

使用済燃料貯戯槽の冷却機能喪失のおそれ(1日基準炉)

単一障壁の喪共または喪夫のおそれ

原子炉制御室他の機能喪失のおそれ
所内外通信連絡機能の一部襲失
重要区域での火災I浴水による安全機能の一部喪失のおそれ

新規制基準で定める設計基準を超える外部事象(竜巻、洪水.台風、
火山等)発生

オンサイト総括による警戒本部設置の判断

原子力規制委員会委員長または委員長代行者による警成本部設置の

判断

□ ALll

□ AL21

口 AL24
拓B AL25
□ AL29

日 AL30

日 AL31

□AL42
日 AL51

口 AL52

回 AL53

E―

一　

一

ロ

ロ

ほ足される原因 熾
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戒
事
態
駿
当
事
象
の
概
要 検出された放射

線量の状況Ⅲ検
出された放射性
物質の状況、主
な施設E設備の
状繊等

原

モニタI

ECCS系の作動状鱚

俳気筒モニタの指示住

発生前

発生後

その他警戒事態議当
事象の把握に参考と
なる情報

挙卒琳囲萌謡き屈虚落帆長辱婦晶霧鴇珊ゴ驚極感騒Sttβ9雰
給電源胴鰍非常用
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原子力防災割I籠
<古浜第02報 >

特定事象発生通報 (原子炉施設)

2021年2月 26日

内閣総理大臣、原子力規制委員会、福井県知事、高浜町長、
京都府知事、滋賀県知事、(関係周辺市町の長)、 (間係防災機関の長)殻

イ韓O条通報
■ 第10条事象発生
回 第15条事象発生

間西電力爛高浜発電所
子 力

特定事象の発生について、原子力災害対策特別措置法第10条第1項の規定に基づき通報します。

原子力事業所の名称
及び場所

閥西電力僻高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町渾ノ漕1

特定事象の発生歯所 高浜発電
~所

1丹機
y

特定事象の発生時刻 (24時間表示) 14時 02分 γ

発
生

し
た
特
定
事
象

の
概
要

特定事象の種頭

1   原子力疑害射爛 け騨I措置法篤10崇常11騒位基づく基準   1
≠ □ SE(,1敗地境界付近の放射線量の上昇 半 □

■ 回

■ □

キ ロ

キ ロ

Gど 01 上昇

キ ロ SE↑′4

キ ロ SE03

+□ SE06

/■ 3鬱 1

□ SE24

火災爆発等による管
'豊

区域外での放射線の放出

火災爆発等による管J豊区域外での放射性

物質のう文出

施設内l原子炉州臨界事故のおそれ

原子炉冷却材涌えい時にわける非常用炉心冷却装置

による一部注水不能

轟気発生器給水機能の喪失

士 □

■ ロ

*□

6EOp sE02通常減出終願 の気体放射性物質の放出

G『 09・ SE03通常放出経翌とての液体放針怪物度の放出

GE04火 災爆発等による管理区域外での放射矛寂の異常放出

GE05火 災爆発等にぶる管理区
'成

外での放鋼牡

物質の異常放出         ∫

GL06施設内(原子炉外)での臨界事故

G感Ⅲl すべての原子炉停止操作の失敗

6τ21 原子炉冷却材漏えい時における非常用炉心冷却装置

による注水不能

GE24蒸 気発生器給水キll範 能喪失後Tジ 非常用炉心冷却装騒

注水不能

GE25非 常用交流高圧母線の1時間以上喪失

G盟
'全

壱L流電源の5分 Fol以 上喪失

G望9炉心損傷の検出

G乾9停止中の原子炉冷却機能の免金喪失

G田0使用済燃料貯蔵オ曹の冷卸機能喪矢・放射織放出

(新基準炉)

GE31 使用済燃料貝
=顧

樽の冷却機能喪失・方文射線放出

(旧基準炉)

GE41 格納容器圧力の異精上昇

GE42 2つ の障壁の喪失および1つ の障壁の喪失

または喪矢のおそれ

■ □

□ SE25)卜 帝用交流高圧母線の30分間以上喪失

□ S駿7直流電源の部分喪失

■ □

半 □

*□
求 □

十 日

十 □ SE20停止中の原子炉冷却機能の換失

十 日 S酵0使用済燃料貯蔵構の冷抑糠能喪失(新基準炉う

"□
SE31 使用済燃料貯冠槽の冷却機能喪失(十 日基準炉) キ ロ

EI SE4, 格納容器催全性喪失のおそれ

中□ SE42 2つ の障壁の喪失または喪失のあそれ

*□
■ □

□ SE49原子″ルロ格納容器圧力逃がし装置の使用

■ □ SE51 原子炉制御室lttlの一:Bの 機能喪失・警報喪失

□ S酌″所内外逸捨連絡描能のすへての喪失

□ SE53火災・述水による安全機能の一部喪失

十 日 S閣6F勇護措置の準備およて′(一 部実施が必要オ゙事象発生
た
(注記:■は電離方却 lヽ線障害防止規則第7条の2第2項に該当す

中 国 Gヒbi 原子炉制御室他の機能喪失・警報喪失

■ □ G酌5住民の避麟性を開始する必要がある事象発生

示す)

鬱 疋 ごイとる J凧 因 |

検出された放射
機量の状況、検
出された放射性
物資の状況、主
な施設・設悩¢
状態等

t

発生前

発生1癸

ECCS系の作勤1六態 t,(自 騨

排気筒モニタの

モニタリングボス

その他特定事象の把
握に参考となる情報

ん
p留

底虚八ポガ が起動し
'ょ

い瑯 孵
を必要とする原子炉冷却材の涌えい力

■
生した状巖で、すへての発て

刊ll練 削1練 副ll練 騨1練 朋練 J‖練 ]lt繰 融!練 副1練 訓1練 訓1練 H‖練 コ1線 謝I練 訓I練 訓I徐 」‖線 訓僚 ]眸練 a‖織 訓,練 コ1練 副1徐 日‖練 馴1練 ヨ‖練 削1練
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警裁事態該当事象連絡

警戒事態該当事象の発生について、原子力災客対策指針に基づき連絡します。

2021年 2月 26日

関西電力榊高浜発電所
ホ島 和夫連絡者名

連 絡 先

原子力規制委員会、(関係地方公共団体の長)、

(関係防災機関の長)殿

原子力事業所の名称
及び場所

関西電力僻高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

警戒事態該当事象の

発生箇所
高浜発電所1号機 /

警戒事態該当事象の

発生時刻
(24時間表示)  14 時 02 分 /

警戒事態該当事
象の種類

/■

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

アロ

□

□

回

ロ

原子炉停止機能の異常または異常のおそれ

原子炉冷却材の漏えい

蒸気発生器絵水機能喪失のおそれ

非常用交流高圧母線喪失または喪失のおそれ

停止中の原子炉冷却機能の一部喪共         ｀

使用済燃料貯蔵槽の冷却機台B喪共のおそれ(新基準炉)

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪共のおそれ (旧基準炉)

単一障壁の要共または喪共のおそれ

原子炉制御室他の機能喪失のおそれ

所内外通信連絡機能の一部喪共
重要区域での火災・盗水による安全機能の一部長共のおそれ

新規常は基準で定める設計基準を超える外部事象(竜巻、諜水,台風、
火山等)発生

オンサイト総括による警戒本部設置の判断

原子力規制委員会委員長または委員長代行者による警戒本部設置の

半」断/_ュ _…                    ,

ALll

AL21

Aと24

AL25
AL29
AL30
AL31

AL42
AL51

AL52
AL53

懇定される原因 弾 えい                                 与

発
生
し
た
警
戒
事
態
談
当
事
象

の
概
要 検出された放射

線量の状況、検
出された放射性

物質の状況、主

な施設。設備の

状態等

原子炉の運転状題

懇 喜中f

発生前

発生後

その他警戒事態該当
事象のこ巴握に参考と
なる情報

め 移
井断理由:J,常用炉心冷即装置の作動を必要とする原子炉冷却材の獅えいが発生したた

AL42判 断理由:原子炉冷却材のィ`掃えいにより加圧器圧力および加圧器水位が非常用炉心冷却
装置の作動を必要とする設定圧力または設定水位以下

=な

つたため ャ√
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原子力防災司‖籟
<高浜第04報 >

警戒事態骸当事象発生連絡
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警戒事態該当事象連絡

警戒事態該当事象の発生について、原子力災害対策指針に基づき連絡します。

2021年2月 26日

連 絡 先

子 防災管理者 ホ島 ホロ夫
関西電力榊高浜発電所

原子力規制委員会.(関係地方公共団体の長)、

(関係防災機関の長)殿

原子力事業所の名称
及び場所 !

関西電力榊高浜発電所(事業区分 :電気事業)

福井県大飯郡高浜町田ノ浦 1

警戒事態該当事象の
発生箇所

高浜発電所1号機、/
警戒事態該当事象の
発生時却l

(24時間表示) 14 時 15 分レ

警戒事態該当事
象の種類

原子炉停止機能の異常または異常のおそれ

原子炉冷却材の漏えtゞ

幕気発生器給水機能喪失のおそれ

非常用交流高圧母線喪失または喪失のおそれ

停止中の原子炉冷却機能の一部喪失

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ(新基準炉)

使用済燃漑貯蔵槽の冷去p機能喪失のおそれ (I日基準炉)

単一障壁の喪失または喪失のおそれ

原子炉制御室他の機能喪失のおそれ

所内外通信連絡機能の一部喪失
重要区域での火災・浴水による安全機能の一部喪失のおそれ

新規制基準で定める設計基準を超える外部事象(竜巻、洪水、台風.

火山等)発生

オンサイト総播による警戒本部設置の判断

原子力規制委員会委員長または委員長代行者による警戒本部設置の
半げ断

□ ALll

回 AL21

口 AL24

ア B AL25
□ AL29

回 AL30

口 AL31

□ AL42

口 AL51

口 AL52

口 AL53

ロ ー

□

恩疋される原因 聖 り 岬 陥 掘 鶏 羽 喚 嘲 曝 拙 詳 翻 酪 器 劇 眸
― 一 一 一 -4

発
生
し
た
警
戒
事
態
該
当
事
象

の
概
要 検出された放射

線量の状況、検
出された放射性
物質の状況、主

な施設 E設備の
状麟等 指示値

原子炉の運転状題

ECCS系の作動状勉

発生前

発生後

その他警戒事僧該当
事象の把握に参考と
なる情報

挙卒士留店韻著屈尾悲税異尋帰儲鶏ギき琴鱈伊丑越魚MSttβ9雰
給霊源胸系徹非常用
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<高浜第05報 >
原子力防災剤I練

警戒事態該当事象発生連絡

2021年 2月 26日

原子力規制委員会.(関係地方公共団体の長)、

(関係防災機関の長)殿

警戒事態該当事象連絡
関西電力榊高浜発電所

連絡者 木島 和夫

連 絡 先

警戒事態該当事象の発生について、原子力災害対策指針に基づき連絡します。

原子力事業所の名称
及び場所

関西電力榊高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県六飯郡高浜町田ノ浦1

警戒事態該当事象の
発生箇所

高浜発電所4号機 /ゝ

警戒事態談当事象の

発生時刻
(24時間表示)  14 時 21 分/

発
生
し

た
整

戒

事
態
該
当

事

象
の

概

要

警戒事態該当事
象の種類

□ ALll

□ AL21

アロ AL24

口 AL25

□ AL29

□ AL30

口 Aと31

回 AL42

□ AL5t

□ AL52

回 AL53
ロ ー

原子炉停止機能の異常または異常のおそれ

原子炉冷却材の漏えい

熟気発生器給水機能衷共のおそれ ,

非常用交流高圧母線喪失または喪失のおそれ

停止中の原子炉冷却機能の一部喪失

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ(新基準炉)

使用済燃料貯蔵槽の冷却機ヨヒ喪失のおそれ(旧基準炉)

単一障壁の喪失または喪失のおそれ

原子炉制御室他の機能喪失のおそれ

所内外通信連絡機能の一部喪失
重要区域での火災」途水による安全機能の一部喪共のおそれ

新規制基準で定める設計基準を超える外部事象(竜巻、洪水I台風、
火山等)発生             、

オンサイト総括による警戒本部設置の判断

原子力規制委員会委員長または委員長代行者による警戒本部設置の

判断

ロ ー

ロ ー

/
想定される原因 しF(散

検出された放射

線量の状況芍検
出された放射性
物買の状況、主

な施設 H設備の

状態等

l熱予lFの 通転状畷

発生前 ( )

発生後

ECCS系の作動状態

緋気簡モニタの指示値

鵜 陣 壇 亜 め 湊 働 膜
一

増 用 - Opn〉

モニタ

その他警戒事態該当
事象の把握に参考と

なる情報

AL24判断理臼:蒸気発生器へのすべての三給水が

「

■上し、4爾駒給水ボンフが1台 (タービン勁
補助給水ポンプ)しか起動しないため /

ご荏 堂 t置選 △江歩,この 、日

謝I練 謝li練 副‖練 馴I練 訓練 訓練 削練 薄ll線 副1練 all練 潮I練 副I綜 副‖練 謝1練 訓1練 副‖練 副I練 謝t緞 訓I練 副I練 副‖練 前I練 副I練 訓練 副1練 コli練 謝1練
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<高浜第06報>
原子力防災謝I練

警戒事態該当事象発生後の経過連絡

この 、日

(注 1)最初に発生した警戒事態該当事象の発生箇所芍発生時刻、種類について寵載する。
(注2)設備機器の状況、故障機器の応急復旧、拡大防止措置等の時刻、場所、内容について発生時刻順に

配載する。
(注3)緊急時対策本部の設置状況、被ばく感者発生状況等について記載する。         ,

訓練 融1練 潮I練 削I練 訓練 訓1織 コ1練 削1練 誹1練 』‖練 訓I練 訓Itt H‖練 削1練 訓練 副Itt ali練 〕li練 訓I僚 訓I練 』li様 割1練 訥1練 誹I練 副‖練 ヨ‖練 訥I練
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2021年 2月 26日

原子力規制委員会、(関係地方公共団体の長)、

(関係防災機関の長)殿

警戒事態該当事象
発生後の経過連絡

西電力榊高浜発電所
連絡者名 子力防災管 木島 和夫

関

原

連 絡 先

原子力災害対策指針に基づき、警戒事態該当事象発生後の経過を以下のとおり連絡します。

原子力事業所の名称
及び場所

関西電力僻高浜発電所(事業区分;電気事業)

福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

警戒事態該当事象の
発生箇所(注1)

高浜発電所  4号機/
警戒事態該当事象の
発生時刻(注 1)

(24時間表示) 13時 45分 レ
/

警戒事態該当事象の
種類(注 1)

AL25非常用交流高圧母線喪失または喪失のおそれ 〆

発生事象と対応の概
要(注2)

占聾勇昂β瑛弱
応の稲舟要)1

13:30地震による原子炉自動停止
｀ 外部電源喪共 → A非常用ディーゼル発電機自動起動(B系起動失敗)

13:45B非 常用高圧母線停電から15分経過
→(13:45 AL25判 断)             ′

14:20A非常用ディーゼル発電機トリップ(全交流動力電源喪失)

→A霊動補助給水ボンプ停止→(14:21 AL24判 断)

04号機主要な措置状況
日電源の復旧状況(非常用交流発電機受電「なし」)

19:35 [特重発電欄起動→[特童母線lへの絵霊開始
14:20～ A4B空冷式非常用発電装置による受電準備中

E炉心の冷却状況(原子炉容器注水「なし」)       t
14:20～ 恒設代瞥低圧注水ポンプによる代替炉心注水準備中

その他の事項の対応
(注 3)

13:30

14:02

13:45

14i30

高浜発電所警戒本部設置
高浜発電所原子力防災体制発令※ (※ 1号機 SE21に伴う発令)

2号機使用済み燃料ピットエリアにおいて、現場点検中の作業員
(3名 )が負傷、および使用済み燃料ピット水で被水。

①:右足骨折、歩行困難、出血あり、切創部より
100 Bq/cm2の汚染検出。除染及び応急措置を実施中。

②、③:骨折の疑いあり。汚染なし。応急措置を実施中と
負傷者3名 、高浜病院に搬送開始
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内閣総理六臣、原子力規制委員会、福井県知事、高浜町長
京都府知事.激賀県知事、(関係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第25条報告

原子力災害対策特別措置法第25条第2項の規定に基づき̂
応急措置の概要を以下のとおり報告します。

2021年 2月 26日

原子力事業所の名称
及び場所

関西電力媚高浜発電所(事業区分 :電気事業)

福井県六飯郡高浜町田ノ浦1

特定事象の発生箇所
(注 1) γ高浜発電所1号機

特定事象の発生時刻
(注 1)

(24時 間表示) 14,時 02 分 r
特定事象の種類
(注 1)

SE21原子炉冷却材漏えい時における非常用炉心冷却装置による一部注水不能

発生事象と対応の概
要 (注2)

(対応同時、対応の概要)

●1号機状況
Ⅲ&30地震による原子炉自動停止

外部電瀬長失→A・B非常用ディーゼル発電機自動起動
原子炉冷却材小漏えい発生

1400余震発生、原子炉冷却材澪えとヽ拡大
A非常用高圧母線(4-lA)故 障による停電発生→Aト レン機器作動せず
B充てん/高圧注入ポンプトリップ
C売てん/高圧注入手動起動失敗
非常用炉心冷却装置(ECCS)作動信号発信       ,
→

(¬ 4i02 SE21、 AL21、 AL42判 断)

1403害圧タンク注八開始
1408密圧タンク滋入完了
1輌5A非常用高圧母線停電から15分経過→(1■ 15 AL25判断)

01号機主要な措置状況
・電派の復旧状況(JF常用交流発電機愛arぁり」)

13BO～ 日非常用ディーゼル発電機によりB非常用高駐母線に給電中

J炉心の冷却状況(原子炉容器注水「ありJ)

14つ5B余熱除去ポンプによる炉心注水開始

※添付有

その他の事項の対廊
(注3)

1300高浜発電所警威本部設置
1402高 浜発電所原子力防災体制発令

13452号機使用済み燃料ピットエリアにおいて、現場点検中の作業員
(3名 )が負傷、および使用済み燃料ピット水で被水。
①:右足骨折、歩行困難、出血あり、切創都より

100 Bq/cm2の汚染検出。除染及び応急措置を実施中。
②、③:骨折の疑いあり。汚業なしよ応急措置を実施中。

1430負傷者3名 、高浜病院に搬送開始

原子 力防災ヨ‖儀
<古藻第07報 >

応急措置の概要(原子炉施設)

1)最初に発生し 、発生 こつしヽて記戦する。
時刻、場所、内容について発生時刻順に(注2)設備機器の状況、 応急復旧、

記載する。
(注3)緊急時対策本部の設置状況、被ばく患者発生状況等についてB己戦する。

制徹 削1練 J囃練 コ‖繍 コ‖練 Jl練 」li徐 融1練 コ‖練 訓練 削練 訓i練 訓1練 訓線 コ‖練 副‖練 コ‖織 訓I練 瓢I練 副1練 ]‖練 司‖練 コ1練 副1練 コI練 ]‖練 副I繊

- 47 -



訓練 ]附練 副i練 訓練 削練 謝1練 訓1練 削1練 訓練 コW練 可H練 劇ll練 訓練 釧練 削練 訓I練 コ‖練 訓1練 謝I練 司‖線 謝1練 訓I練 訓I練 副i練 訓練 割1練 瓢I練

<高浪第07報 >

添付

削1練 ]‖練 訓練 a‖練 』‖練 河‖練 』ll徐 訓I練 副1練 コ‖練 ]‖練 コll練 訓1練 訓I練 訓I練

原子炉出力(中性子束) 0.0  % 外部電源受電 午 ①

1次冷却材圧力 0.1l   MPa(=age〕 非常用交流発電機受電

(加圧器網師誦め求位 79.4    % 蒸気発生器による冷却

格納容器圧力 73 9 kPa(sage) 原子炉容器注水

炉心出日温度(最高イ直) 200   ℃ 格納容器注水 一 中

格納容器内水素温度 (ドライに) 測定未  Vd%

炉心損傷 串 一

格納容器最高使用圧力 261kPa

1.プラント状況 (確認時刻:2月 26日 14時 30分 )

2.放射性物賞放出見通じ (評価時刻:  月 日 時 分〉

放出開始予測時刻 月

特

3.放射性物買放出状況 (放出有りの場合に記戦) (評価時刻: 月 日 時 分)

放出開始時刻 月 日 時 分頃 放出箇所

放出停止時刻 月 日 時 分頃 放出螂 )十■1・ |― r臼

放出実績評価 評価時点での放聾葬″″″
評価時刻までの放出量

希ガス

=・
:オ

・
il― Bq/h

ヨウ素 イ

殖  )

4.モニタ・気象情報 (確認時刻:2月 26日 14時 30分 )

排気笛ガスモニタ 格納容器排気簡 922   cpm 補助建屋排気簡 751    cPm

モニタリン
グポスト

名称 Nol No.2 No.3 No.4 No.5 MS

(n・ μ)Gy/h
4,47E+1

nGy/h

2p5E+1

nGy/h

375E+1

nGy/h

2 86EⅢ l

nGyノh

384E+1

nGy/h

3 81EⅢ l

nGy/h

気象情報
天候 晴れ 風向 Jヒ 西

風速 2.O   m/s 六気安定度 A

5。 その他

- 48 -

訓練 訓線 訓I練 訓1練 訓1練 訓1練 削1練 訓練謝1篠 副1練 訓1練 削1練



原
災

法
通

報
結

果
一

覧
表

20
21
年

03
月

01
日

11
時

08
分
 P
ag
e:
 1

高
浜

第
07
報

絡

チ
ェ

ッ
ク

チ
ェ

ッ
ク

<発
信

結
果

メ
ッ

セ
ー

ジ
説

明
>

OK
 :
伝

達
さ
れ

た

本
人
不

在
:本

人
以
外

が
受
信

し
た

(※
)

不
在
 :
受

信
さ
れ

な
か

っ
た

(※
)

入
カ

エ
ラ
ー
:受

信
者

の
受
信

操
作

ミ
ス

(※
)

話
中
 :
話

中
で

受
信

さ
れ

な
か

つ
た

(※
)

※
:メ

ッ
セ
ー
ジ
伝
逮

さ
れ
て
い
な
い

Fぷ
送

信
済

:正
常

に
FA
X送

信
さ
れ

た

FA
X送

信
工
う
…
:用

紙
切

れ
な

ど
に

よ
り
FA
X送

信
に

失
敗

し
た

20
21
年

02
月

26
日
 1
4時

39
分

19
秒

 (
高

浜
発
電
所

)‐
[社

内
訓
練
起
動

]

95
3

右
り

ヨ
‖糠 1 
 1

21 14
高

浜
発

電
所

1号
機

で
発

災
し
た
原

子
力
災

害
に

つ
い

て
の

原
子

力
災

害
対

策
特

別
措

置
法

第
25
条

に
基

づ
く
報

告
弁

F
無

し

子
守
″

送
信

件
数

【
メ
ー
ル
】

送
信

済
件

数

1件 1件

送
信

件
数

【
FA
X】

正
常

件
数

NG
件

数
:を

|【

電
話
】

発
信

件
数

5件 5件 01
牛

正 N
常

件
数

G件
数

呼
置
l指

示
日

時

グ
ル
ー

プ
番
号

FA
X送

信
原

稿

内
容

指
示

端
末

音
声

メ
ッセ
ウ
・

Fネ
ッ

ト
送

信

終
了

日
時

結
果

― 　 卜 ⑮ 　 ｌ

ゲ
ル
ー
プ
番
号

翻 敵 龍 報 酬 鵬 謝 血 ｒＥ
Ｌ

ＴＥ
Ｌ 租 に 帰

会
員

・委
割

規
癬 勒 一碧 椎 掛 掛 掛 補 拇 掛 料 碁 ４

剰 ３
９ 酌 働 ３
９ 衡 ３
９

３
９

３
９

３
９ 制 ３
９ 詢

時 ■ ４ ■ ■ 牛 工 ４ ■ 年 ■ ■ ■

ラ
ン
ク

1熙
琵1
瑠

肝
議
詐
を
卜 鍔

ラ
ト 井

ム
i:
:]
辮
子

1穣
嘆 翼
磐 壽
露 整
率芝
島 〆

99
99
09
1 
〔害l

l練
】由
浜
OF
C事

業 者
ブー
ス
監五
麻
M

I;
鴇
能群

:栞
違
亀褒
梨鏡
】 麓

奮斜
襲 対
豊
個
■け

1謎
]謎
計

| 
:品
患舒
裂綴
も 君
毒 套
製 藍
夢≡
受買
皇採
れ

::
:諾

:ユ

ー  :
爵

:毎
副壌

:露
蚕支本
疑緊
甚震
計五
言
晋と

19
90
06
11
1M
95
串
選億

メと
ル

(高
浜)

発
信
結
果

'A
X送

信
済

十
忠
送
信
済

|:
睫

離
IF
転
送
信
済

:F
郁
二
信
斎

OK
1 
 0
K

1 
 0
K

1 
 0
K OK

送
信

済
み

連
絡

先
番

号
鯉 個 ．個 Ｈ 輌 旧 ．
祠
一

祠 面 個 輌 面 廻

舞

９５
３

９５
３ 鯛 ９５
３ 螂 ９５
３

９５
３

９５
９

９５
３

９５
３

９５
３ 蟻

10
条

送
定

箇
所

テ
ス

ト
社

内
く業

務
針

画
記

載
麓

所
)

テ
ス

ト

1 1 1 1 1 1 1 1

,ス
ト ト (業

務
群
面

記
載

箇
所

う
ト ト ト ト ト

手
久

社
内 ス ス ス ス ス

テ テ 一 ア 一 ア アヽ



訓練 副ll練 訓練 副I練 訓練 コH練 副1練 訓I線 訓練 副1練 訓1練 訓1練 訓1練 融I練 訓I練 』ll練 訓練 」li練 割I練 副1練 訓練 訓1練 コ‖練 融I練 削1練 削1練 訓I練

く高浜第03報>

原子力防災訓練

特定事象発生通報 (原子炉施設)

内閣総理大臣、原子力規制委員会、福井県知事、高浜町長、

京都府知事、滋賀県知事、(問係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第10条通報

「こついて、原子力災害対策特別措置法第10条第1項の規定に基づき通報します。

2021年 2月 26日

関西電力爛高浜発電所

特定事象の発生

連 絡 先

口 第10崇事象発生

E第 15条事象発生

分 :電気事業)

県大飯郡高浜町田ノ浦 1

原子力事業所の名称
及び場所

特定事象の発生箇所

3014特定軍象の発生時雰ll

キ ロ 6F02・ SE02通常放出経路での気体放射性物質の放d」

や 口 6EC3・ 3ど03通常放巴経,Sでのサ夜体ち箕射性物質の放とP,

半 □ GE04火災サ黒発等による管ユ里区域外での放射線の異常方貸出

*□ GE05火災爆発等による管理区域外での放射性

物質の異常放出

■ □ GEC16施設内(原子炉夕llでの臨界事故

ザ詔緯詠係釈孝よ峰存盈輸梓常月]た′′心冷却姓
(こ よる注水不能

ャ ロ G磁4(工気発生器結水機能喪失彼の非常用炉心冷却装置

注水不能

キ ロ GE25ブ ト驚用交流高圧母線の1時間以上喪失

半 □ GE27全二自流電源の5/ァッ`間以上喪失

■ □ GE28炉心le傷の検出

キ ロ Gg29停 止中あ原子炉冷却穏能の完全喪矢

■ 回 GE30使用済然料貯蔽槽の冷却機能喪失・放射線放出

(新基準炉)

堂 □ G酷1 使用済燃料貯顧糟の冷却機能喪失,放射イ

'放

出

(旧 基準炉)

十 園 GE41 格納容器圧力の異常上昇

キ ロ G〔422つの障口

=の
喪失および1つの障壁の典共

または喪失のおそれ

キ ロ SE01 上昇

キ ロ SE55防護措越の準 l廟および一号B実施力(必要な事家発生 半 □ 6E55住民の避難を開始する必要がある事象発生

キ ロ SE31 使用済燃料貯,既 l曹の冷却構能喪矢(旧基準炉)

十 回 GE01 上 昇

Ⅲ □ GE51 原子炉制作Pttlとの1鷺能喪失 響報喪失

第7条の2第2項に該当する事象を示す)(,主 言己

十 □ SE04火災端発等による管理区域外での旗射線の政出

↓ 回 St05火災爆発等(「 よる管理区域外ての放射性

物質の放出

■ □ SE06施設内(原子炉外)臨 界事故のおそれ

□ SE21 原子炉冷却材涌えいa寺における非常用炉心冷却装綾

による ‐部注永不能

□ SE24蒸気発生器絡水樵能の喪失

こl SE25デ ト常用交流高圧母線の30分間以上表失

□ SE2イ I自流電源の部分喪失

キ ロ S段91事止中の原子炉冷却機能の喪失

半 □ S酪0使用済燃料貯蔵樽の冷押機能喪失(新基準炉)

□ SE41 格納杏器健全性喪失のおそれ

*□ SE42 2つの障壁の喪失または喪失のおそれ

□ SE43原子炉格納容器圧力逃力`し装置の使用

ネ ロ SE5, 原子炉制御室他の一部の相宙セ喪失.警報喪失

□ SE52所内外通信連絡機能のすべての喪失

□ SE53火災・総水による安全機能の一部喪失

特定事象の種類

題定される原因

検出された放射
線量の状況、検
出された放射性
物資の状況、主
な施設口設備の

状態等

排気筒モニタの

纂

モニタリングポスト

発生前

発生後

ECCS系 の

発
生

し
た
特
定
事
象

の
概

要

しないため
で

i

その他特定事象の把
握に参考となる情報

削練 J門練 訓練 河‖徹 副1練 副1練 誹1練 訓:練 削練 訓練 ]‖練 コli練 訓1練 訓練 削練 訓1練 謝1練 融I練 訓I練 副I練 漸‖練 訓i練 訓I練 融I練 謝1練 副1練 副I練
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<古浜第09報>

原子力防災訓練

警戒事態骸当事象発生連絡

警戒事態該当事象連絡

警戒事態該当事象の発生について、原子力災害対策指針に基づき連絡します。

2021年 2月 26日

絡 先

管

関西電力帥高浜発電所
原子力

原子力規制委員会、(関係地方公共団体の長)、

(関係防災機関の長)殿

浜発 区

福井

(

町田ノ浦 1

原子力事葉所のサ名T事

及び場所

高浜発電所1号機 ソ
/警戒事態該当事象の

発生箇所

警戒事態該当事象の

発生時刻
(24時間表示) 14 時 36 分 V/

□ AL25

□ AL29

□AL30

口 AL31

□ AL42

回 AL51

口 AL52

□ Aと53

ロ ー

原子炉冷却材の漏えい

慈気発生器給水機能喪失のおそれ

非常用交流高圧母線喪失または喪共のおそれ

停止中の原子炉冷却機能の一部喪失

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ(新基準炉)

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ (1日基準炉)

単…障壁の要失またIよ要失のおそれ

原子炉制御室他の機能喪失のおそれ

所内外通信連絡機能の一部喪失

重要区域での火災・浴水による安全機能の中部喪共のおそれ

新規制基準で定める設計基準を超える外部事象(竜巻、洪水、台風、

火山等)発生         ,
オンサイト総括による警戒本部設置の判断

原子力規制委員会委員長また1ま委員長代行者による警戒本部設置の

日

併

□ ALll

半と門子

一　

一

ロ

ロ

AL21

AL24

警戒事態該当事
象の種類

M臣 爾 駆 顧 万 顧 誦 藤 姦 革 秋 襲 謂 鼎 ぷ 部 瞬 磨マ 欄 却 司■ 発 の 修 手 ― ― ― 一 一 一 一 -4想定される原因
原
::寺ll身とき垂言&言F乏孟廊寄ど筑五巨勇こ置え態)

モニタリ

ECCS系の作動状態

絆気簡モニタの

発
生
し
た
警
戒
事
態
該
聾
事
象

の
概
要 検出された放射

線量の状況、検
出された放射性

物質の状況、主

な施設と設備の

状態等

紹 解 孵 策 縄 縦 怒 講 フ
難 水ダF争上し、補助給水ぷガ 加 台修―ビ荊

その他警戒事態該当

事象の担握に参考と

なる情報

訓I練 訓練 訓練 訓I練 謝1練 再‖燎 副1練 訓I練 訓1練 副‖練 副‖練 融1練 取I徐 訓I練 河‖練 副I績 副1徐 訓1練 訓I練 訓l徹 融I練 融1練 削1綜 副‖練 謝1練 削1練 潮1練
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<高浜第 10報>

原子力防災瓢I鎮

特定事象発生通報(原子炉描設)

2021年 2月 26日

内間総理大臣、原子力規制委員会、福井県知事、高浜町長、

京都府知事、滋賀県知事、(関係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第 10条通報
B第 10条事象発生

日 第15条事象発生

閣西電力帥高浜発電所

起

特定事象の発生についてて原子力災客対策特別措置法第10条第1項の規定Iこ基づき通報します。

原子力事業所の名称
及び場所

問西電力船高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町日ノ浦1

特定事象の発生箇所

特定事象の発生時刻 14 52

発
生

し
た
特
定
事
象

の
概
要

特定事象の種類

本 国 Sを 01 上昇 □ GE01 敷地 !寛昇付近の放射線量の上昇

GE02・St02通常放出経路での気体放射牲物質の放出

GE03・SE03通常放出継烙ての液休放身寸'性物質の放出

GE04火災爆発等による管理区域外での放射イ線の異常l,文 出

GE05火災爆発等による管理区域外での放91性

物質の異常放出

GE06こと設内(原子炉タト)で の臨界事故

6Ell すべての原子炉停止操作の失敗

GE21 原子炉冷邦材漏えt刊寺における非常用メデ心冷却鎮越

による注水不能

GE24蒸気発生器給水機能喪失後の非常用炉心冷却
=J震

置

注水不能

6E25非常用文流高圧母線の1時間以上喪矢

GE27全面流電源のう分間以上喪失

GE28炉心損傷の検出

GE29停止中の原子炉冷却種能の完全喪失

GE30使用済燃料貯蔵槽の冷抑機能喪失・放射線う文出

(井片基準炉)

GE3, 使用済燃料d宇蔵構の冷却権寄ヒ喪失・激射線 b箕 出

■ □ SE04火災i暴発等による管ユ里区 lう立外での旅射線の放出

+□ SE05火災爆発等による管理区域外ての放鋼性

物質の方文出

■ □ SE06施設内(原子炉外〕臨界事故のおヱれ

キ 囲

キ ロ

■ □

十 回

V/B S陛 1 原子炉冷却材′届えい時にあける非常用炉心冷却装置

による一部注水不能

■ □

十 □

Υ B

□ SE24蒸気発生器総水機能の喪失 ■ □

□ SFク5 JF帝用交流高圧母線の30分 間以上喪失

□ SE2,直流電源の部
ノ
ヵ
(喪失

中 国

十 □

Ⅲ □

十 □

♯□

*□ S磁9停止中の原子炉冷却機能の喪失

*□ SttO使用済燃料目す蔑構の冷却機能喪失(新基準抑

常□ SttI 使用済″大料貯慮1會の冷却機能喪矢(旧基準炉) *El

□ SE41 格触容器健全性喪失のおそれ

十 回 St42 2つ の障壁の
'電

失または喪失のおそれ

(旧基準炉)

□ GE41 格納容器圧力の異常上昇

□ GE4?2つの卜阜壁の喪失わよび1つの障壁の喪失

またl恵 喪失のおそれ

□ SE43原子炉格和句容器圧力逃がし装置の使魔

キ ロ 6E5, 原子メデ】制御室他の一
=Fの

機能喪失・警報喪矢

□ S『52P万 内外通信連絡機能のすべての喪失

回 S誦3火災・漆水による安全機能の一部,健失

半 国 GにじI 原子炉制御室他のテひ亀能喪失・警報喪矢

■ □ SE55鶴ナJ警措置の■常備および一部実施かlヽ 必要な事象発生 キ 回 G酪5住 民の運難を開始する必要がある事象発生

キは電離 止規則第7条の2第2項に該当ラる事象を示す)

検出された放射

練量の状況、検
出された放射性
物資の状況、主

な施設・設備の

状態等

故 障 t

発生れ

発生後

系の作奎力状態

筒七こタ

ニタリングボス

その他特定事象の把

握に参考となる情報

いため

形盤解夢厨鯉駆継紹綴観μ
却材の漏升`力狩生した状態で、すべての充て

訓1線 訓練 謝1練 副I練 訓1練 副1練 馴I練 コ1織 コli練 訓1練 融I練 副I練 副I綜 訓練 副1練 削常 副I練 訓1練 割1練 訓1練 副I練 副ll練 割ll練 削1練 削練 訓1練 訓1練
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<高浜第¬1報>

原子力防災剖:練

警戒事態該当事象発生連絡

2021年 2月 2G日

原子力規制委員会、(関係地方公共団体の長)、

(関係防災機関の長)殿

警戒事態骸当事象連絡
関西電力僻高浜発電所

連絡者 ホ島 和夫

違 終 先

讐戒事態該当事象の発生について、原子力災害対策指針に基づき連絡します。

原子力事業所の名称
及び場所

関西 浜発 (事業区分|

福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

警戒事態該当事象の

発生簡所
高浜発電所4号機レ

√

警戒事態該当事象の

発生時刻
(24時間表示)  14 時 52 芥/

発
生
し

た

警
戒

事
態

該

当
事

象
の

概

要

警戒事態該当事
象の種類

□ ALll

√B AL21

□ AL24

回 AL25
□ AL29

□ AL30

口 AL31

ね AL42

回 AL51

回 AL52

□ AL53

日 一

原子炉冷却材の漏えい

蒸気発生器給水機能喪失のおそれ

非常用交流高圧母線喪失または喪失のおそれ

停止中の原子炉冷去8機能の一部喪失

使用済燃料貯蔵椿の冷却機能喪失のおそれ(新基準炉)

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ(旧基準炉)

単一障壁の喪失または喪失のおそれ

原子炉制御室他の機能要失のおそれ

所内外通信連絡機能の一部喪失

重要区域での火災・浴水による安全機能の一部喪失のおそれ

新規制基準で定める設計基準を超える外部事象(竜巻持洪水.台風、

火山等)発生

オンサイト総括による警戒本部設置の判断

原子力規制委員会委員長または委員長代行者による警戒本部設置の
ロ ー

ロ ー

想定される原因

検出された放射

線量の状況.検

出された放射性

物質の状況、主

な施設・設備の

状態等

発生前

発生後

径

値

その他警戒事態該当

事象の把握に参考と

なる情報

AL21 子 ヽ したた

め

釧 鷺翻 盤 程離逢鍛程辮 患爛
水位が非常用恥冷却

,‡目遼 △A歩¬日この
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<古浜第 12報 >

原子力防災訓I鎮

この用

警戒事態該当事象発生連絡

2021年 2月 26日

原子力規制委員会、(関係地方公共団体の長).

(関係防災機関の長)殿

警戒事態該当事象連絡
関西電力帥高浜発電所

名 原子

先

警戒事態該当事象の発生について.原子力災害対策指針に基づき連絡します。

原子力事業所の名称
及び場所

区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

警戒事態該当事象の

発生懸所
高浜発電所3号機

警戒事態該当事象の

発生時刻
(24時間表示〉  15 時 01 分

「

発
生
し
た
警
戒
事
態
該
当
事

象
の
概
要

警戒事態該当事
象の種類

機能の異常または異常のおそれ

νE食
::!鼻三揖皇辞ζとこ鮭交察倉患豊失のおそれ

□AL29停止中の原子炉冷却機能の一部喪失

口AL30使用済燃料貯蔵槽の冷却機嗚B喪失のおそれ(新基準炉)

口AL31使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ(旧基準炉)

□AL42単―障壁の喪共または喪失のおそれ

口AL51原子炉制御室他の機能喪共のおそれ

□AL52所 内外通信連絡機能の一部喪失

口AL53重要区域での火災・途水fiよ る安全機能の一部喪共のおそれ

ロエ  新規制基準で定める設計基準を超える外部事象(竜巻、洪水、台風、

火山等)発生

ロー  オンサイト総括による警戒本部設置の判断

□―  原子力規制委員会委員長または委員長代行者による警戒本部設置の

判断

想定される原因

検出された放射

線量の状況、検
出された放射性

物質の状況.主
な施設 H設備の

状態等

発生前

発生後

ニタリングポス

その他警戒事態該当

事象の把握に参考と

なる情報

へ の て 1

補助給水ポンプ)しか起動しないため
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<高浜第刊3報 >

原子方防災ヨ‖練

特定事象発生通報(原子炉施設〕

内間総理大臣、原子力規制委員会、福井県矢隠卒、高浜町長、

京都府知事、滋賀県矢同事、(関係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第10条通報

2021年 2月 26日

和夫

先

特定事象の発生について、原子力災害対策特別措置法鰐10条第1項の規定に基づき通報します。

原子力防災管
日 第10条亭象発生

回 第15条事療発生

関西電力欄高浜発電所

聞顧電力悌博高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町 ノ浦1

原子力事業所の名称
及び場所

1号機所

(2 15 03

*□ GECI 敗地1竜界付近の放射線量の上昇

十日 GE02,SE02通 常放出経路での気体放射性物質の放出

文□ GE03・ SE08通 常放出経鑑でのi夜体技ヨ寸性物質のう夜出

+□ GE04火災爆発等による管理区域外での放射線の異常放出

キ ロ GE05火災爆発等による管理区域外での放ヨ1性

物質の異常放とし

■口 GE06施設内(原子炉外)での臨界事き文

Ⅲ □ GEII すべての原子炉停止操作の失敗

中□ GE21 原子炉冷却材涌えい時における非常用炉心冷却装置

による注水不能

キ ロ 6F24蒸気発生器給水機能喪失後の非常用炉心冷却装置

注水不能

キ ロ GE25ヨド常用交流高圧母線の1時間以上喪失

■ □ GE27企直流電源の5分 F口1以上喪失

キ ロ GE28炉心損13の検出

+□ GE29停止中の原子炉冷却槙能の完全喪失

十 回 GE30使用済燃料貯蔵構の冷却機能喪失・放射線放出

(新基岸D
■ 口 GE91 使用済燃料貯題槽の冷却機能喪失・放れ甘線放出

0日基準炉り            ,
中 □ GE4, 格納容器圧力の異常上昇

十□ GE42 2つの障壁の喪共および1つ の障壁の喪失

または喪失のおそれ

キ ロ SEO' 敷i也境界付近の放射線重の上昇

+□ G田 [ 原子炉制御室1色の機能喪共,馨報喪失

す)

■ □ SE31 使用済燃料貯蔵権の冷却機能喪失(1日 基準炉〉

□ SE41 格納容器 1建全性喪失のおそれ

ッ 缶 SE42 2つの障壁の喪夫または喪失のおそれ

キロ GE55住民の避期を開始する必要がある事欽発生

7条の2第 2項に該当す

中 □ SE04火災爆発等による管理区域外での放射線のう文出

キ ロ SE05火災爆発等lこ よる管理区域外でのう文射性

物質の放出

キ 回 SE06施設内(原子炉外l臨界事故のおそれ

□ sE21 原子炉冷却材漏えい時における非常用炉心冷却装置

による一部注氷不能

□ SE24黒気発生器給水絡能の喪失

□ SE25)卜常用交流高圧母線の30分間以上喪夫

□ SE2,直流電源のとBノ分喪失

ゃ □ sE29 1事 止中の原子炉冷却構能の喪失

十 □ SE39使用法燃料貯蔵穂の冷却機能喪失(新基準炉)

原子炉格納容器圧力逃がし装置の使用

原子炉制御室ltlの一部の績能喪失・警報喪失

F万内外通信速鵜4磁能のすべての喪失

火災・溢水による安全機能の一部喪失

防謹捨避の準備および一部実施あ`必霰唸事象発生

□

オ ロ

□

□

4□

SE43

SE51

SE52

SE53

SE65

特定事象の組頌

ニタリングポスト

のl乍勤

発生前

発生後

発
生
し
た
特
定
事
象

の
概
要

検出された放射
線量の状況、検
出された放射性
物質の状況、主

な施設日設備の

状態等

圧力または設定水位以下となり原よび加圧器永位が非常用炉心力お

が要失したためし√

その他特定事象の把
握に参考となる情報
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く高浜第 14報 >

原子力防災訓績
特定事象発生通報(原子炉施設)

2021年 2月 26日

内閣総理大臣、原子力規制委員会、福井県知事、高浜町長、

京都府知事、滋賀県知事、(関係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第10条通報
B第 10条事象発生

■ 第15条事象発生
間西電力爛高浜発電所

先

特定事象の発生について、原子力災害対策特別措置法第10条第1項の規定に基づき通報します。

原子力事業所の名称
及び場所

閉西電力帥高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

特定事象の発生箇所 1～

特定事象の発生時刻 (24時間表示〉 15時 15 分 /

免
生
し
た

特
定
事
象
の

概
要

特定事象の種類

SE01 上 昇 GE91 致地境界付近の放妍線量の上昇

GE8歩SE02通常放出経路ての気l本方ダ身寸性物質の放tと

GE00,SE03通常放出経路での液休放射性物質の放出

GE04火災爆発等ltよ る管ユ里匡域外での放射4,裏の異常故出

GE∝ 火災爆発等による管理区域外ての放射性

物質の異常放出

6こ06施設内(原 子炉外)での臨界事故

aEll すべての原子炉停止操作の失敗

GE2, 原子炉冷抑材濁えいB寺における非常用ユ″心冷却装置

による注水不能

6E24蒸気発生器給水機能喪失後の非常用炉心冷却袋餞

注水不能

GE25非常用交流高圧母線の1時間以上喪失

GE27全直流電源の6分「口尋以上喪失

GE23炉心捜傷の検出

GE29 1事 止中の原子炉冷却機能の完全喪失

G酪0使用済燃料貝1顧構の冷却 l駐能喪失・放身す線う文出

(新基準炉)

6E31 使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失・放射繰放出

(1日 基準炉)

G〔41 格納容器圧力の異常上昇

GE42 2つの障壁の喪失および
'9の

1軍壁の喪失

または喪失のおそれ

■ 口 SE04火災爆発等による管]里区域舛での放身1線のすl夕出

キ ロ SE05火災爆発等による管理区域外での放射性

物質の放出

導 □ SE00施設内(原子炉外)臨界事▲文のおそれ

十 日

十 □

キ ロ

半 回

□ S陛 1 原子女,コ 冷却材涌えti母寺における非常用炉心冷却墳置

による一部注水不能

□ SE24蒸気発生器燕き水機能の喪失

キ □

中□

キロ

■ 口

□ SE25,停常用交流高圧母4象の30分間以上喪失

□ S砂,直流罵源の部分喪失

*□
キ □

■□

■□

■ □

■ □ S駿 91事止中の原子炉冷却機能の喪失

十 日 SF30使用済燃料貯蔵植の冷却機能喪失(新基準炉)

キ ロ SE31 1吏 用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失(日基準炉) 半 □

□ SE41 格納容喬健全性喪失のおそれ

十 日 SE笠 2つの陣壁の喪矢または喪失のおそれ

半□

キ ロ

□ SE49原子炉格納容器圧力逃がし装置の使用

■ □ S疇1 原子炉制御室他の一部の機能喪矢・警報喪失

□ SE52所内外通信連絡機能のすべての喪夫

□ S閉3火災,溢水による安全機能の一部喪失

ゃ □ SE55防護措置の準備および一部実施が必要′と事象発生

■ □ GE5, 原子炉制御室他の機能喪失'磐報喪失

十 回 G疇5住民の避難を開始する必要がある事象発生

*l意電離放射線,建 害防止夭見則第7条の2第2項に該当する事象を示す)

霧 足される漂 因 1 t

検出された放射

線量の状況、検
出された放射性
物質の状況、主

な施設口設備の

状態等

発生前

発生1女

作勤状態

モニタリングポストの

r憩あり lL芭 : 381E+i nGy/h→ 167E+l μGy/h、 MS)

その他特定事象の把

握に今考となる情報

r 1

SE01判断理由:No 2モニタポスト、No.芽ニタポスト・モニタステーシヨンのいずれか(No 2モ ニタポスト)の指示値が5

r Sv/h以上を検出したため(1&15)、 /
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<高浜第 15報>

原子力防災謝I無

警戒事態該当事象発生連絡

警戒事態該当事象連絡

警戒事態該当事象の発生について、原子力災害対策指針に基づき連絡します。

2021年 2月 26日

木島 和夫
関西電力爛高浜発電所

連絡者名 原子力

連 絡

原子力規制委員会.(関係地方公共団体の長).

(関係防災機関の長)殿

閣西電力船高浜発電所(事業区分

福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

電気事業)原子力事業所の名称

及び場所

警戒事態該当事象の

発生箇所 r高浜発電所3号機

15時 15分 レ
/(24時間表示)

警戒事態該当事象の

発生時刻

警戒事態該当事

象の種類

原子炉冷却材の漏えい

蒸気発生器給水機能喪失のおそれ

非常用焚流高圧母線喪失または喪共のおそれ

停止中の原子炉冷却機能の一部喪共

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ(新基準炉)

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ(旧基準炉)

単一障壁の喪共または喪失のおそれ

原子炉制御室他の機能喪共のおそれ

所内外通信連絡機能の一部喪共

重要区1硫での火災・濃水による安全機能の中部喪失のおそれ

新規制基準で定める設計基準を超える外部事象(竜巻、洪水、台風、

火山等)発生

オンサイト総括による警戒本部設置の判断

原子力規制委員会委員長または委員長代行者による警戒本部設置の

□

AL25

判断

口 AL29

□ AL30

口 AL31

口 AL42

□ AL51

日 AL52

□ Aと53

□ 一

口 AL21

回 AL24

11原

想定される原因

: 205EⅢ l nGy/h ‐ 5.64EⅢ 2 μ Gy/h、 No.2 )

発生前

発生後

系の作動状態ECCS

モニタリングポストの指示住

林気簡モニタの

発
生

し
た
警
戒
事
態
骸
当
事
象

の
概
要 検出された枚射

線量の状況.検
出された放射性

物質の状況芍主

な施設 a設備の

状贈等

ディーゼル発電機)となけ、その状態が15分聞以上帝腱続したため

1

その他警戒事態該当

事象の把握に参考と

なる情報

訓練 訓練 訓1練 訓1練 削練 ]ll練 訓I練 副I練 訓I練 訓1練 訓1練 訓I織 謝I練 謝1練 削練 副I練 訓織 訓1練 削練 削i練 謝1線 融1練 訓I練 謝1鯨 訓1練 可‖練 削練
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<高浜第¬6報 >

原子力防災訓績

この 日

特定事象発生通報 (原子炉施設)

る。

2021年 2月 26日

内閣総理大臣、原子方規制委員会、福井県知事、高浜町長、

京都府知事、滋賀県知事、(関係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第10条通報
回 第10条車象発生

B第 15条事象発生
間西電力帥高浜発電所

連 絡 先

特定事象の発生Iこついて、原子力災害対策特別措置法第10条第1項の規定に基づき通報します。

原子力事業所の名称
及び場所

関西電力酬高浜発電所(事業区分:電気事業)

県大飯郡高 1

特定事象の発生雷所 1

特定事象の発生時刻 (24 15 21

発
生
し
た

特
定
事
象
の

概
要

特定事象の種類

キ ロ SF01 救地1寛界付近の Ⅲ□ GE01 上 昇

□ SEC4火災爆発等による管理区域外での放射キ泉の放出

□ SE05火災 1段発等による管理区域外での放月1性

物質の放出

□ SEOa施設内(原子炉外)臨界事故のおそれ

■ □ GE02・SE02通常放出纏烙での気体放射性物質の放出

輩 □ GE03'SE03通 常放出経路ての液体め贈す性物質の放出

す □ GE04火災爆発等による管理区域外での旗射線の異常放出

* □ GE05火災耀発等による管理区域外でのナサ女射性

物質の異常淑出

十 回 6E06施設内(原子炉外)での臨界事故

十 □ GEll すべての原子炉1=止操作の失敗

キ ロ GEPl 原子炉冷ナムp材瀾えい時にあける非常用炉心冷却装置

による注水不能

□ S眩 1 原子炉冷却材漏えい時における非常用炉心冷却装置

による一部注水不能

□ S陵4蒸気発生器給水機能の喪失 キ ロ

■ □

GE24 蒸気発生鶏給水機能喪失後の非常用炉心冷却装置

江水不能

非常用交流高圧母線の1時間以上喪失

全直流電源の5分間以上喪失

炉心損傷の検出

停止中の原子炉冷却機能の完全喪失

使用済燃料貯蔵4恵の冷却機能喪失・放射線放出

(弁斤基準'か)

1交 用済燃料耳†蔵槽の冷却機能喪失・放射線放出

くIB基準炉)

格納容器圧力の異常上昇

2つの障壁の喪失および1つの「早壁の喪失

または喪失のおそ rt

□ S酸 5)'常 用交流高圧母線の30分間以上喪失

□ S駿7直流電源の部分喪失

プ

GE25

GE27

GE23

6陛 9

G田0

■ □ S駿9停止中の原子炉冷却機能の喪失

中 国 SE30使用済燃料貯,騒槽の冷却機能喪失(新基準炉)

キ ロ

キ □

ト ロ S酪1 年吏用済燃科貯厨槽の冷却機能喪失(B基 準炉) 学 □ G路 1

回 SE41 格納谷器健全性喪失のおそれ

ォ ロ SE42 2うの障壁の喪失または喪失のおそれ

半 □ GE41

+□ G〔笠

□ SE43原子炉格納容器圧力逃がし装置の使用

■ □ S蒟 1 原子炉制御宝lと の一部の機能喪失・警報喪失

□ SE02所内外通イぃ連絡機能のすべての喪失

□ SE53火災・溢水による安全機能の一部喪失

*LI Sにも5防謹措避の準備および一部実施かヽ必要な事象発生

半 □ GE61 原子メァ'制御室他の機能喪失 警ヽ牟風喪失

モ ロ GE55住民の避難を開始する必要海`ある事象発生

オは電離放射線【草書防止規貝Ⅲ第7条の2第2項に該当する事象を示す)

想定される原因 (

検出された枚射

徹量の状況、検

出された放射性

物質の状況、主

な施設・設備の

状態等

発生前

発生1爽

作動状態

排気筒モニタの

モニタリングポストの 値

襲 弾 値: 295EH nGy/h → 203E+5 μGy/h卜b2)

その他特定事象の把

握ここ参考となる構報

ニタ(高レンジ)の線量率が¬X10 mSv/h以上

り 口

訓練 コ弱練 訓練 訓練 副硝練 削徐 副I練 BH練 訓練 コ‖線 劇1練 削織 謝1徹 訓練 訓練 訓I練 副Iヽ蕉コ1練 融1練 副1綜 訓1練 ]1練 訓I練 融1練 謝1練 ШI練 訓1練
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く高浜第17報>

原子力防災訓!練

警戒事態骸当事象発生後の経過連絡

この

注1)最初に発生した警戒事態談当事象の発生箇所、発生時刻、種類について記戦する。

(注2)設備機器の状況.故障機器の応急復 I日 t拡大防止措置等の時刻、場所、内容について発生時刻順に

記戦する。

(注3)緊急時対策本部の設置状況.被ばく患若発生状況等について記載する。

警戒事態該当事象
発生後の経過連絡

原子力災害対策指往|に基づき、警戒事賠該当事象発生後の経過を以下のとおり連絡します。

2021年 2月 26日

子力

関西電力榊高浜発電所

連絡者名

連 絡

原子力規制委員会.(関係地方公共団体の長)、

(関係防災機関の長)殿

管理者 ホ

県大飯郡高浜町田ノ浦1

区分西 浜発電所原子力事業所の名称
及び場所

高浜発電所  3号機 γ
警戒事態該当事象の

発生箇所(注 1)

(24時間表示)  15 時 01 分警戒事態該当事象の

発生時刻(注 1)

AL24蒸気発生器給水機能喪失のおそれ γ
警戒事態該当事象の

種類(注 1)

03号機
吼燿発ょる原子炉自動停止              .

15100謬騨軒l蕃腿瑯謂爾 簸暴線衆嘩響ち停止
15:05翔脇 鵬 ご

(15:01 AL24半 u断 )

15:15A非常用高圧母練停電から15分経過→(15:15 AL25半 じ断)

山知
鰯 岳盤登界躙 輪 甜 参亀墨不可

・
聰監児鞘 言甲昭圃銅話ユ招熟用高F土日・線に給電中
13:35[特重発電機]起動→[特重母線]令の給電開始

■即鞠難錦輸鰈陛靭準榊
(16:12頃準備完了見込み)

発生事象と対応の概

要(注2)

1402高浜発電所原子力防災体印!発令※ (※ 1号機 SE21に伴う発令)

1

その他の事項の対応

(注 3)

刊ll練 融1績 訓1練 H‖練 謝1練 副1練 訓1練 削繰 訓1練 融1練 副1練 副I練削練 瓢1練 」ll練 削練 糾1練 コ‖練 Jli練 副‖練 副1練 瓢1練 可ll練 馴I練 削1練 潮1練 細1練
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訓練 ]鴨練 削練 訓1徹 瓢練 副1練 ]‖練 謝i練 ]H練 副Itt」 ll練 融I練 瓢1練 訓I練 司‖練 融1徹 ヨ引練 訓I練 劇‖練 訓I練 訓練 訓I練 融I練 融1練 河‖練 剖1練 謝1練

内閣総理大臣、原子力規制委員会、福井県知事、高浜町長

京都府知事、滋賀県知事、(関係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第2S条報告

原子力災害対策特別措置法第25条第2項の規定に基づき、応急措置の概要を以下のとおり報告します。

2021年 2月 26日

関西電力齢高浜発電所

連 絡 先

原子力事業所の名称
及び場所

関西電力い高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町田ノi甫 1

高浜発電所1号機ラ√
特定事象の発生簡所
(注1)

特定事象の発生時刻
(注1)

(24時間表示) 14 時 02 V
特定事象の種類
(注1)

SE21原子炉冷却材漏えい時にお1する非常罵炉心冷却装置による一部注水不

能
ヽ

発生事象と対応の概
要 (注2)

(対応日時、対応の概要)

01号機状況
1435B非常用ディーゼル発電機トリップ(金交流動力電源喪失)

→B余熱除去ポンプ停止→(ほ36 GE21判 断)

→B電動補助給水ポンプ停止→(AL24判 断)

1436A・ B空冷式非常用発電装置起動
1■56B非常用高圧母線および代替所内電気設備への給電開始
1&01恒設代替低圧注水ポンプ起動操作と同時にA† B空冷式非常用発電装置

トリップ
1&03炉心出E温度350℃超過→(SE42判断)

1儀 11炉心出口温度650°C超過

01号機主要な措置状況
・電源の復旧状況(非常用交流発電機受電「なしど)

B空冷式非常用発電装置の復旧作業中(1,25頃準備完了予定)

1446～ 号機間電力融通1亘設ケープル(1号 2`号 )による号機間電力融通
準備中(1■ 04頃準備完了予定)

・炉心の冷却状況(原子炉容器注水「なし1)

恒設代替低圧注水ポンプによる代哲炉心注水 特機中(電源復旧待ち)

1435γ C充てん/高圧注入ポンプ(自 己冷)による代替炉心注水準備中
1435～ C,D内部スプレポンプ(自 己冷)による代替格納容器スプレイ
・   準備中

※添付有

その他の事項の対応
(注3)

なし

<古浜第18報 >
原子力防災訓1敏

応急措置の概要 (原子炉施設)

この

(注 1)最初に発生した特定事象の発生箇所、発生時刻、種類につしヽて記韓する。

(注2)設備機器の状況、故障機器の応急復旧、拡大防止措置等の時刻、場所、内容について発生時刻順に

記戦する。
(注3)緊急時対策本部の設置状況、被ばく患者発生状況等について記職する。

」11練 訓練 訓I練 融i練 訓練 1‖I練 訓練 研ll練 訓徐 削I練 副‖練 副1練 訓1練 謝t練 削I練 副‖練 コ睛練 副1練 削I練 鰤1練 謝i練 訂ll練 訓1練 副1練 司ll練 瀞1練 コH練
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削練 副ll練 司‖練 訓練 司ll練 謝Htt Hl練 削練 削練 J‖練 削織 謝1線 潮I練 コ‖練 削1練 コll練 訓1練 謝1練 訓練 謝1練 司‖練 aW練 コI線 訓1練 訓1練 副1練 司‖練

<古浜第18報 >

訓練 謝1練 Hll練 測li練 コli練 all練 3'I練 耐ll練 コ‖線 削練 刊I練 削練 コ‖練 副I練 訓1線 副l練 ]‖練 訓I練 訓練 ]‖線 訓練 融I練 訓I僚 割1練 訓1練 潮I練 謝1練

添付

-71-

原子炉出力(中性子束) 0,0  % 外部霊源受電 嘉 一 ①

1次冷却材圧カ Or 09  MPa(gage) 非常用交流発電機受電 一 韓

(加圧器・蝠子咤淋 位 27.8    0′も 恭気発生器による冷却

格納容器圧力 91.4  kPa(gage) 原子炉容器注水 一 ①  Tt要

炉心出口温度(最高値) 370    °C 格納容器注水 一 ―
要

格納容器肉水素濃度 (卜
・ライ値) 測定未  Vd%

炉心損傷 串 一

格納容器最高使用圧カ 201kPa

1.プラント状況 (確認時刻!2月 26日 15時 20分 )

2,放射性物質放出見通し (評価時刻:2月 26日 14時 41分 )

放出開始予測時刻 2月 27日 00時 40分頃

特記事項 なし

3.放射性物質放出状況(放出有りの場合に記戦) (評価時刻:  月 日 時 分)

4.モニタ・気象情報 (確認時刻:2月 26日 15時 28分 )

5,その他

なし

放出開始時刻 月 日 時 分頃 放出箇所

放出停止時刻 月 同 時 分頃 放出
―

奮l~ド |11:|!==im

放出実峰資評価 評十w時点での独騨陣
"″

″
評価時刻までの放出量

希ガス
―.:.オ ニ::1・ Bq/h

ヨウ素 イ T■ⅢⅢ:1111:∫ |:■ il I Bq/れ

頼  )

排気簡ガスモニタ 格納容器悌気筒 922   cpm 補助ぬ屋梯気簡 751    cpm

モニタリン
グポスト

名称 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 MS

(ni μ)Gy/h
5,69E+1

nGy/h

6.38E+3

μ Gy/h

3.94E+0

μ Gy/h

540E+2

μ Gy/h

1.49E+2

μ Gy/h

9,47E+2

μ Gy/h

気象情奪R
天候 晴れ 風向 舅と西

風遠 2.O   m/s 大気安定度 A
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訓練 訓練 訓1練 訓練 副‖練 訓1練 訓,練 訓1練 剖1練 訓1緯 訓1練 訓練 ]‖練 訂1練 謝I練 訓Itt」 li練 訓1練 謝1練 訓1練 訓1練 ヨ晴練 訓1練 訓1練 目‖練 訓練 訓1練

原子力防災訓繊 子Aγ 為キトリ
熟滅 ?わ

症τЙ吃
く高浜第¬8報 >

群
:幸

/ξ iγ′宇
応急措置の概要(原子炉施設)

この 、日

(注 1)最初に発生した特定事象の発生箇所、発生時刻、種類について記載する。
(注2)設鈴機器の状況、故障機器の応急復旧、拡大防止措置等の時刻、場所、内容について発生時刻順に

記載する。
(注3)緊急時対策本部の設置状況、被ばく患者発生状況等について記戦するり

訓練 訓練 日町練 訓1練 訓1徹 謝1練 ]‖ 織 副‖練 訓練 訓1練 」ll僚 コ‖練 訓1練 謝I練 訓1練 訓1練 訓練 訓練 討1練 ヨ用練 司‖練 訓練 訓1様 ]‖ 練 司‖練
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2021年 2月 26日

内閣総理大臣、原子力規常I委員会、福井県知事、高浜町長
京吉h府知事、滋賀県知事、(関係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第25条報告
関西電力帥高浜発電所

連

原子力災害対策特別措置法第25条第2項の規定に基づき、応急措置の概要を以下のとおり報告します。

原子力事業所の名称
及び場所

関西電力帥高浜発電所(事業区分:電気事業)

権井県大飯郡高浜町日ノ浦1

特定事象の発生箇所
(注1)

高浜発電所1号機

特定事象の発生時刻
(注1)

(24時間表示,  14 時 02 分

特定事象の種類
(注 1)

SE21原 子炉冷却村漏えい時における非常用炉心冷却装置による一部注水不
育と

発生事象と対応の概
要 (注2)

日

01号機状況
1435B非 常用デイーゼル発電機トリップ(全交流動力電源喪失)

→B余熱除去ポンプ停止→(1&36 GE21判 断)

→B電動補助給水ポンプ停止→(AL24判断)

1436A,B空冷式非常用発電装置起動
1456B非常用高圧母線および代替所内電気設備への給電開始
1&01恒 設代替低圧注水ポンプ起動操作と同時にAlB空冷式非常用発電装置

:&03炉心出口温度350℃超過→(SE42判断)

1&11炉心出口温度659℃超過

01号機主要な措置状況
・電源の復旧状況(非常用交流発電機受電「なし」)

B空冷式非常用発電装置の復旧作業中(1&25頃準備完了予定)

1■ 46～ 号機問電力融通ll旦 設ケニブル(1号～2号 )による号機関電力融通
r    準備中(1■ 04頃準備完了予定)

・炉心の冷却状況(原子炉容器注水「なし」)

とに設代替低圧注水ポンプによる代替炉心注水 待機中(電源復旧待ち)

1435～ C充てん/高圧注入ポンプ(自 己冷)による代替炉心注水準備中
1435留 C,D内 部スプレポンプ(自 己冷)による代替格納容器スプレイ

準備中

※添付有

その他の事項の対応
(注 3)

なし

訓練 訓練



副R練 ]‖ 練 訓1練 訓l練 ヨ‖練 訓1練 謝1練 ]‖練 ヨ‖練 司‖練 訓練 習ll練 謝1練 ヨ‖練 訓1練 副‖徹 創li練 ヨH練 訓1練 dll練
ξ』li練 謝1練 謝1練 訓1練 目‖績 訓練 目』ll練

<高浜第¬8報 >

添付

訓練 司H練 訓練 訓1練 謝1練 訓1練 訓1練 謝1練 謝1練 副‖練 剖1練「群li練 司‖練 訓1練 訓1練 訓1練 群ll練 司‖練 司鷲練

1.プラント1犬 況 (確認時刻:2月 26自 15時 20分 )

2.放射性物質放出見通し (評価時刻:2月 2G日 ‖時41分 )

放出F汗ヨ始予測時亥1 2月 27日 00時 40分頃

特記事項 なし

3.放射性物賞放出状況(放 出有りの場合に記軸) (評価時亥I: 月 日 時  分)

4.毛ニタ・気象情報 (確認時亥ll:2月 26日 15時 23分 )

S,その他

原子炉出力(中性子束) O.0 % 外部電源受電 ‐・①
1次冷却材圧カ O.09   MPa(3age) 非常用交流発電機受電 一 ∞

(加 圧器・
蝠子厄》水位 27.B    O/6 蒸気発生器による冷却

格納容器圧カ 91. 4  kPa(gage〕 原子炉容器注水 一 ∞

炉心出口温度(最高値) 370    qc 格納容器注水 一 鱒

格納容器内水素濃度 (ドライ値) 測定未  Vd鴨

炉心損傷 第 与

格納容器最高使用圧カ 261kPa

放出開始時刻 月 日 時  分頃 放出箇所

放出停止時刻 月 日 時  分頃 放呻 11!:,m1 ●

放出実績評価 評価時点での方女

―

評価時刻までの放出量

希ガス Bq/h Bq

ヨウ素 B1/h Bq

螂  ) Bq/h Bq

排気筒ガスモニタ 格納容器緋気筒 922   6pm 補助建屋俳気衛 751    cPm

毛ニタリン
グポスト

名称 Nも ,1 No.2 No.3 No.4 No,5 MS

(ni μ)Gy/h
360E+1

nGy/h

6 3aE+3

μ Gy/h

394ヒ +0

μ Gy/h

540E+2

μ Gy/h

149E+2

μ Cy/h

947E,2

μ Gy/h

気象情報
天候 B青れ 風向 Jと西

風遠 2.O   m/s 六気安定度 A

訓練 訓1練 融1練 訓1練 訓練 訓1練 訓1練 訓1練
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訓練 割ll線 副ll練 副ll練 訓練 副1練 Jli練 謝I練 訓徹 副‖織 ]‖練 訓I線 訓1線 コ‖練 謝I練 訓I練 コ‖練 副1練 潮1線 訓I練 訓練 訓I練 J暉練 日ll練 割I練 副I練 コli練

内閣総理大臣、原子力規制委員会、福井県知事、高浜町長
京都府知事、講賀県知事、(関係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第25条報告

原子力災害対策特別措置法第25条第2項の規定に基づき、応急措置の線要を以下のとおり報告します。

2021年 2月 26日

報告者名 木島

関西電力l悧高浜発電所

原子力事業所の名称
及び瑶所

関西電力榊高浜発電所(事業区分t電気事業〉
福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

特定事との発生笛所
〔注刊) r高浜発電所4号機

特定事象の発生時刻
(注1)

(24時間表示) 14 時 52 分 ア /

特定事象の種鏑
〔注1)

GE21原子炉冷却材濡えい時における非常用炉心冷却装置による注水不能ア

発生事象と対応の積
要 (注2)

(対応口時、対応の概要)

●4暑機状況
13BO地震による原子炉自動停止

外部電源喪失 → A非常用ディーゼル発電機自動起動(B系起動失敗)

1345B非常用ディーゼル発電機起動失敗から15分経過
→(134,AL25判 断)

1420A非常用ディーゼル発電機トリップ(全交流動力電源喪失〕
→A■動補助給水ポンプ停止い(14之 l AL24判断)

原子炉冷却材小濡えい発生
1446恒設代替低圧注水ポンプの注入ライン止め弁故障を確認
14通0原子炉冷却材漏えい拡大
1■51非常用炉心冷却装置(ECCS)信号発信、電源なしのため作動せず

→(14:52 GE21.SE21,AL21,AL42半 Ⅲ断)

●4号機主要な措置状況
・電源の復旧状況(JF常用交流発電機受電「あり』)

1335[特重弟電欄起動→[特重母線lへの綸追開始
1436 A、 B窒冷武非常用発電装置起動

→A、 B非常用高圧母線および代管所肉電気設備へ給霊開始

・炉心の冷却状況(原子炉容器注水「あり」)

15021A=特重代替注水ポンジ1による代答炉心注水開始
1■20,B…売てん/高圧注入ポンプ(自 己冷)による代替炉.い注水

準備中
1420～ A―格紬容器スプレイポンプ(自 己冷)による代替炉心注水

準備中

※所付有

その他の事項の対応
(注3)

な し

く高浜第19報 >
匿畢 街 R持鶴 鮒 始

応急措置の概要(原子炉施設)

(注 1)最初に発生した特定事象の発生箇所、発生時刻、種類について1と載する。
(注2)設備機器の状況、故障機器の応急複 I日 、拡大防止措置等の時刻、場所、内容について発生時刻l峨に

記戯する。
(注3)緊急時対策本部の設置状況、被ばく患者発生状況等について1己載する。

削織 訓練 副1練 削1織 」‖練 謝I練 副1練 訓1徐 謝I練 訓練 司‖織 劇‖練 ]∬練 劇‖練 日‖練 ali練 訓篠 コ

“

線 訓綜 ヨ睛練 コ囃練 訓練 訓I練 削練 削練 訓練
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訓練 コll練 副ll練 謝1練 訓1練 副‖練 謝1練 訓I練 融1織 訓1練 訓i練 』li線 訓1練 訓1練 謝I練 司‖練 司‖練 謝1練 訓練 訓練 司‖練 謝1練 訓1練 副I練 謝1練 甜I練 訓I練

く高浜第 19報 >

添付

原子炉出力(中 性子東) 00    。/6 外部電源受■ 第一①
1次冷却材圧カ 0 34  MPa(憲 ag。 ) 非常用交流発電機受電 韓

(加圧器・《手期 位 83 4    '4 蒸気発生器による冷却 韓

格納容器圧力 68 2  kPa(gag,e) 原子炉容器注水 中

炉心出口温度(最高値) 149 6  °C 格納容善注水 午 弾

格納容器内水索濃度(ドライ位) 測定未    Vol'`

炉心損傷 お ユ

格納容器最高使用圧力 233kPa

1 プラント状況 (確認時刻:2月 26日 16時 40分 )

2.放射1生物買放出見通じ (評価時刻:  月 日 時 分)

放出開始予測時卯! 月

特記

3、 放射性物質放出状況(放出有りの場合に記載) (評価時刻1  月 日 時 分)

放出開始時刻 月 日 時 分頃 放出箇所

放出停止時刻 月 日 時 分頃 敏畿藝葺園露爺げ

放出実績評価 評価時点での亮聾葬//″ 評価時刻までの放出量

希ガス ニニー
~i li■ 噺ん

ヨウ素 才 Bq/h 9q

殖  〉 3懺 /ヤ 1 Bq

4`モニタJ気象情報 (確認時刻:2月 26園 15時 45分 )

Jr気筒ガスモニタ 格納容器排気簡 776   opm 補助建屋排気簡 614 cpm

モニタリン
グポスト

名称 No.1 No2 No3 No 4 No.5 MS

(n・ μ)Gy/h
655E+1

nGy/h

135E+4

μ Gy/h

7.32E+3

μ Gy/h

700E■2

nGy/h

2.92E42

μ Gy/h

1.91E+3

μ Gy/h

気象情報
天候 晴れ 風向 北西

風速 2,O   m/s 大気安定度 A

5,その他

し

訓篠 訓練 訓1練 訓練 コ1練 訓練 ]‖練 副I総 訓I練 訓1練 謝1練 司‖練 訓練 再‖練 謝1練コli練 ]ll練 訓I練 ]‖練 訓1練 訓練 刊1練 馴I練 副‖練 訓1練 ヨ‖練 謝1練
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<古浜第20報 >

原子力防災割i鎮

特定事象発生通報 (原子炉施設)

内閣総理大臣、原子力規常1委員会、福弁県知事、高浜町長、

京都府去H事、滋賀県知事、(関係周辺市町の長)、 (関係防災機関の長)殿

第 10条通報

2021年 2月 26日

関西電力僻高浜発電所

運

特定事象の発生について、原子力災害対策特別I措置法第10条第刊項の規定に基づき通報します。

■ 第10条事象発生

回 第15条事象発生

関西電力棚高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

原子力事業所の名称
及び場所

15 542

* □ GED2・SE02通常放出経鰭ての気体放射性物質の放出

キ ロ GE03・SE03通
'脅

放出経,とでの液体放射性物質の放出

キ ロ GE04火災爆発Ⅲξによる管1攣区域外でのう貨射線の異常放出

キ 国 GE05火災爆発等による管理区l,疵外での放射性

物質の異常放出

主 □ 6E06施設内(原子炉外)での臨界事故

キ ロ GEll すべての原子炉I事 止操作の失敗

■ 回 Gg21 原子炉冷坤材漏えいg寺における非常用炉心冷却装置

による注水不能

*□ Gぼ24蒸気発生器絶水権能喪失接のプ停常用炉心冷却装置

注水不能

十 回 GE25)停常用交流高圧母線の1時 F日島以上喪失

十 □ GE27全遭沈篭源の5分間以上喪失

■ □ GE28炉心損傷の検はと

キ ロ G駿91寧止中の原子炉冷却機能の完全喪失

■ □ GE30使用済燃料貯蔵権の冷却機能喪夫・旗射線放出

(新基準炉)          ,
■□ GE31 1費 用済燃料貯蔵槽の冷却檎能喪失・放射線波出

(旧基準炉)

■ 口 GE41 格納容器圧力の異常上昇

十 回 GE確 2つの陣壁の喪失および1つの障壁の誕失

または喪失のおそれ

■は電離放射線障害妨止規負け第7条の2第 2項に該当する事象を示す)

+回 SE01

、/偽 S磁4蒸 気発生器総水機能の喪失

■ □ GE55住民の避舞健 開始する必要がある事象発生

準CI G臣1 原子炉制御室l中の模能喪失・警報喪失

“
□ S酪1 使用済燃料貝宇顧構の冷却機能喪欠(B基準炉〉

■ □ 9E01

■ 回 SE04火災I黒発等による管理区域外での方く射ネ凍の放出

中 □ SEつも火災爆発等による管理区域外での放射性

物質の放出

キ ロ SE06施設内(原子炉外)臨界事故のおそれ

□ SE21 原子炉冷却材潮えい時における非常用炉心冷却装避

による一部注水不能

□ SE25ゴド常用交流高圧母線の30分 F日司以上喪失

□ SE'7直流電源の部″刀＼喪失

中 □ SE29停止中の原子炉冷却イ数能の喪失

キ ロ SE30使用済燃料貯成t喜の冷却種能喪失(新基準猾)

□ SE41 格納容器健全l生 喪失のおそれ

■ □ SE42 2つの陣壁の喪失また(よ 装矢のおそれ

原子炉格納容誘圧力逃がし装置の使用

原子炉伸1御宝他の一部の機能喪失・響報喪失

所内外通信連絡機能のすへての喪失

火災,溢水による安全機能の一部喪失

lダ,謹措置の準
'歯

および一部実施が必要な事家発生

□

キ ロ

□

□

キ ロ

SE43

SE51

SE52

6E53

SE55

特定事象の糧疑

大値:295EⅢ l nGv/h→ 128こ +7 rnGy/hヽ 【〕2)

蒻r気筒モニタ

モニタリングポスト

弾 鵬

住CCS系の作勤状態

発生前

発生後

発
生
し
た
特
定
事
象

の
概
要

検出された放射

徹量の状況、検
出された放射性
物買の状況、主

な施設・設備の

状態等

覇露冒顧榎琢評電駆扁蘇蘊雨芽
厠mし

'べ
ての基気継器の狭域釉夢0。/o未潮こなり、か

つ補助構水ポンプがすべて起動しなし

その他特定事象の相

握に今考となる情報

訓I練 ヨlli除 耕1練 訓練 訓練 訓1練削練 コll練 訓1練 訓I練 河ll練 訓1練 コ‖練 副‖練 謝1練 ヨ‖繰 副:練 削練 訓練 融I練 訓1練 ]1練 ]li練 謝I練 割‖練 Jll練 ]‖練
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察瓢驚希套監綴飛鶏撃:堰講霧凱悪詔諄済蟹費配課橋嚇関の長)殿

第25条報告

原子力災害対策特別措置法第25条第2項の規定に基どき、応急措置の概要を以下のとおり報告します。

2021年 2月 26日

電所

ホ

先

原子力事業所の名称
及び場所

関西電力佃高浜発電所(事業区分:電気事業)

福井県大飯郡高浜町田ノ浦1

特定事象の発生首所
(注 1)

高浜発電所1号機 r

(248寺闘表示) 14 時 02 分/特定事象の発生時期
(注 1)

SE21原 子炉冷却材漏えい時におけるJF常用炉心冷却装置による特定事象の種類
(注 1)

紀ぞ く擦 ニタポスト指示値が5″ Svテ hを超過メ ロ 5 SE01判 m
l劇 6モニ

'ス

テーシヨン指示値が5μ Sv/hを超過→(1&16 GE01判 断)

15盪 1 格納容器肉高レンジエリアモニタ(高レンジ)指示値がl Xlばmsv/h超過
→(15:21 GE28半 ll断)               !

tiと

:iζ!患尊ヒをョΞ:阜阜ζミヨ彗常せ哲彗盛命名劣覇超整備中
(1働4S頃準備完了予定)

・聴棚 と経聯留鍮 縣房識ヽ
口
qHttt男寧湧料岳話築3頭醒契疑色警億)による代替炉心注水開始

※添付有

発生事象と対応の概
要 (注 2)

診黎中その他の事項の対応

(注3)

<古浜第21報 >

原子力防焚ヨ‖績

(注 1)最初に発生した特定事象の発生箇所、発
設備機器の状況、故障機器の応急復旧、(注 2)

応急措置の概要(原子炉施設)

読実絆瀧 軍誌騰 、桃郷こ飢、て発生時亥」円こ

(注3臨 策本部の設置状況、枚ばく愚者発生状況等について記戦する。
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1.プラント状況 (確認時刻:2月 26日 16時 05分 )

2.放射性物貿放出見通し (評価時刻:2月 26日 14時 41分 )

放出開始予双ll時刻 2月 27日 00時 40分頃

持記事項 なし

3.放射性物買放出状況(放出有りの場合に記戦) (評価時刻:  月 日 時  分〉

放出開始時刻 月 日 時 ‐分頃 放出箇所

放出停止時亥じ 月 日 時 分頃 放l七螂  ⅢⅢ
・・

・ :Ⅲ

放出実績評価 評価時点での放

―

評1匝時刻までの放出量

希ガス オ :||=日g/h

ヨウ素 Bq/h

頼  )

4.モニタ・気象情報 (確認時刻:2月 26日 16時 OS分 )

5,そめ他

原子炉出力(中性子東) 00  0/も 外書8電源受電 一 ①
1次冷去口材圧力 0 0B   MPa(gage) 非常用交流発電機受電

(加圧器襲夢爾砂床位 25.5    0/6 蒸気発生器による冷却

格納容器圧カ 81.O  kPa(=ag〕 ) 原子炉容器注水 6め膵無―軽
炉心出口温度(最高値) 1300   ℃ 格納容器注水

格納容器内水素温度 (卜
・ライ値) 測定未  VЫ%

炉心損傷

格納容器最高使用圧力 261kPa

排気簡ガスモニタ 格納容器子丼気筒 922   cpm 補助建屋棒気筒 751    opm

モニタリン
グポスト

名称 Nol No,2 No.3 No.4 No.S MS

(n・ μ)Gy/h
552E+1

nGy/h

122E+4

μ Gy/h

5.30E+0

μ Gy/h

682+E2

nGy/h

2 33EⅢ2

μ Gy/h

1159E手3

μ Gy/h

気象情報
天候 晴れ 風向 Jと西

風速 2.O   m/s 大気安定度 A

く高浜第21報>
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